
Ⅲ．日中独居高齢者に対する生活援助 

 
 
事例概要 

 

Ｃさん 78 歳 女性 要介護１ 

夫と共に５年前から長女夫妻（50 歳代）と同居。長男は他県で生活。長女夫妻

就労あり。 

２年前より寝たきり状態だった夫の介護中心の生活を送っていたが、半年前に

夫死去。介護疲れと喪失感からうつ状態となり、持病の腰痛も悪化している。 

 

 

アセスメントの概要 

 

心療内科に通いながら自宅療養しているが日中一人でいる時間が長く、その

間外出することは無い。殆ど飲食をしないで横になったり座ったりを繰り返し

て過ごしていたため体重減少し、体力も落ちた。近隣の知人が尋ねてきたとき

だけお茶を飲むが、「表情がなくなっている、玄関から顔を出さないときもある」

と知人も心配して長女へ連絡をしてきた。入浴も週に１回も入らない状態で、

受診をして主治医に相談。 

主治医より、「このままでは廃用症候群となる危険がある。介護保険を申請し

てはどうか」との助言があり、地域包括支援センターを教えていただき相談後

申請を行う。認定が出るまでは、地域包括支援センターの保健師が週１、２回

訪問して、Ｍさんの話を聞き、地域の食事会の情報を伝えたりしたが参加には

繋がらなかった。 

１ヵ月後、要介護１の認定が出たので、地域包括支援センターからＡ居宅介

護支援事業所へケアプラン作成依頼。 

先に長女と面談してこれまでの経緯を聞いてみると、近隣で一人暮らしをし

ている義母が要介護状態（認知症・歩行困難）となっていて、休日は長女夫が

介護に行っていることがわかった。 

主治医へ電話で支援を始めるにあたっての相談をすると「今、外へ出ること

は難しいと思う。自宅に来てもらい、食事のお世話や話を聞いてもらうような

マンツーマンの支援からはじめたほうが良いのではないか」との助言をいただ

く。また、うつ状態が安定するまで、同医院から訪問看護（精神保健福祉士）

も開始。 

長女の帰宅時間に自宅訪問をして初回面談。主治医からの助言も伝え、ホー

ムヘルパーさんに昼食時に来てもらう支援から始めてみることを提案する。 

 

 

結
論

 
①

 
に

つ
い

て
 

「
こ

れ
ま

で
と

変
わ

り
な

い
家

で
の

生
活

が
続

け
ら

れ
る

」
 

「
夫

の
家

事
負

担
の

軽
減

を
重

視
し

つ
つ

、
夫

が
抱

え
る

不
安

が
あ

れ
ば

、
そ

の
軽

減
も

目
指

し
関

わ
っ

て
い

く
」

 

「
次

男
の

協
力

が
得

ら
れ

る
生

活
の

支
援

は
依

頼
す

る
こ

と
と

し
、

一
方

で
、

本
人

が
意

欲
的

に
な

る
働

き
か

け
も

踏
ま

え
た

関
わ

り
と

す
る

」
 

②
 

に
つ

い
て

 

本
人

／
ヘ

ル
パ

ー
と

相
談

し
な

が
ら

、
出

来
る

こ
と

は
や

っ
て

み
る

。
 

夫
／

簡
単

な
片

付
け

等
は

、
引

き
続

き
担

っ
て

い
く

。
腰

痛
等

で
、

負
担

が
大

き
く

な
っ

た
際

は
、

相
談

を
受

け
つ

つ
、

ケ
ア

プ
ラ

ン
を

見
直

す
。

 

次
男

／
週

１
回

程
度

の
買

い
物

等
の

支
援

を
担

っ
て

い
く

。
夫

の
相

談
相

手
を

引
き

続
き

担
っ

て
い

く
こ

と
と

、
大

き
な

変
化

が
あ

っ
た

際
は

介
護

支

援
専

門
員

へ
連

絡
、

相
談

を
入

れ
る

。
 

訪
問

介
護

／
家

事
支

援
を

提
供

す
る

。
家

事
支

援
を

通
じ

、
本

人
が

で
き

る
こ

と
を

増
や

し
て

い
け

る
よ

う
に

心
掛

け
、

必
要

な
本

人
の

心
身

の
状

況

の
変

化
等

の
把

握
を

引
き

続
き

行
う

。
ま

た
、

夫
の

心
身

の
状

況
の

変
化

も
把

握
し

、
夫

の
腰

痛
が

悪
化

し
た

際
は

、
速

や
か

に
介

護
支

援
専

門
員

へ

報
告

を
す

る
。

 

通
所

介
護

／
利

用
時

の
様

子
か

ら
、

本
人

の
出

来
る

動
作

、
簡

単
な

作
業

の
理

解
力

等
、

能
力

の
把

握
を

引
き

続
き

行
う

。
送

迎
時

の
際

な
ど

、
夫

の

心
身

の
状

況
の

変
化

を
把

握
し

た
際

は
、

速
や

か
に

介
護

支
援

専
門

員
へ

の
報

告
。

 
 

主
治

医
／

介
護

支
援

専
門

員
、

サ
ー

ビ
ス

提
供

責
任

者
等

、
ケ

ア
チ

ー
ム

か
ら

の
報

告
や

相
談

を
受

け
、

医
療

的
な

面
で

の
助

言
や

指
示

を
行

う
。

 

介
護

支
援

専
門

員
／

ケ
ア

チ
ー

ム
全

体
の

連
携

が
ス

ム
ー

ズ
に

行
く

よ
う

、
連

携
を

密
に

な
る

働
き

か
け

を
す

る
。

 

③
 

別
紙

ケ
ア

プ
ラ

ン
原

案
（

検
討

内
容

で
踏

ま
え

た
点

を
含

む
）

の
内

容
で

了
承

。
訪

問
介

護
で

家
事

支
援

等
、

通
所

介
護

で
入

浴
等

を
提

供
。

 

 

残
さ

れ
た

課
題

 

  （
次

回
開

催
時

期
）

 

〇
夫

の
腰

椎
圧

迫
骨

折
の

経
過

に
よ

り
、

必
要

時
、

夫
の

介
護

保
険

申
請

も
検

討
し

、
夫

自
身

へ
の

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
を

提
案

・
検

討
す

る
。

 

〇
ケ

ア
プ

ラ
ン

の
内

容
を

開
始

後
、

夫
に

不
安

が
出

た
際

は
、

介
護

支
援

専
門

員
は

相
談

を
受

け
る

。
そ

の
一

方
で

、
他

の
サ

ー
ビ

ス
提

供
者

も
随

時
、

夫
の

相
談

を
受

け
る

体
制

と
し

、
状

況
の

変
化

に
際

し
、

速
や

か
に

ケ
ア

チ
ー

ム
で

対
応

で
き

る
よ

う
、

情
報

共
有

・
連

携
を

密
に

す
る

。
 

〇
諸

々
の

様
子

で
あ

り
、

夫
の

身
体

状
況

と
生

活
変

化
の

影
響

か
ら

本
人

が
不

安
を

持
つ

こ
と

等
も

想
定

し
、

3
ヶ

月
後

に
サ

ー
ビ

ス
担

当
者

会
議

の

開
催

の
予

定
と

す
る

。
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事例フェイスシート(利用者本人・家族の状況) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例タイトル： 夫死去後、喪失感からうつ状態になった方の家族が就労中の支援 

障害高齢者 

日常生活自立度

（ A1 ） 

 

ＡＤＬの概要 

腰痛悪化で室内掴まり歩き。屋外は歩行器使

用、付き添い必要。 

 
本人基本情報 

７８歳 女性 要介護１ 身長１５０cm 体重３８㎏ 

家族構成 長女夫妻と同居 

住環境・福祉機

器等 

戸建ての 1 階 外出時歩行器 

 

経済状況 遺族年金 11 万/月 

性格 真面目 家庭的 穏やか 

生活暦・職業暦 独身寮の寮母さん 

趣味・嗜好 

以前は家庭料理の創意工夫 

お茶飲み会 

 

認知症高齢者日

常生活自立低 

（ 自立 ） 

認知症の状況 

日常生活は、自宅内においてはおおむね自立し

ているが意欲が大きく低下 

 

家族情報 

基本情報 長女（58 歳）長女夫（58 歳） 

健康状態 良好 

キーパーソン 長女 

親族や地域と

の関係 

良好 

 

本人生活の生活像（ICF） 

 

健康状態 

 

腰痛 うつ 

高血圧  

健康に対する本人･

家族の意識 

薬を飲んで治す 

 

受診/服薬 /処置  

 

心療内科･･･近隣クリニック 

整形･･･以前かかっていたが今

は通院していない 

 

心身機能・身体構造 

  

夫死去後うつ状態 

認知症による問題行動無し 

低栄養 

 

活動状況 

 

一日家の中で過ごしている。 

長女夫妻が帰るまで日中独居 

 

参加・役割・交流 

 

以前は近所の方が遊びに来て

いたが、夫死去後、誰にも会い

たくないと疎遠になっている 

本人の希望・望む暮

らし 

夕食の用意をして娘達の帰り

を待つ。役に立ちたい 

生活に生じている 

課題 

 

意欲が低下したことにより、 

一人でいる時間、飲食が出来な

い 

 

    
 
 
 
 

 

 

特記 

夫が元気だった頃は、知人が遊びに来て一緒に食事をしたりする時間を持っていた。夫の死後、家の中に引きこも

るようになり食欲が低下。持病の腰痛も悪化している。近隣の方が来ても顔を出さないときもある。 
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が
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き
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に

支
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事例フェイスシート(利用者本人・家族の状況) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例タイトル： 夫死去後、喪失感からうつ状態になった方の家族が就労中の支援 

障害高齢者 

日常生活自立度

（ A1 ） 

 

ＡＤＬの概要 

腰痛悪化で室内掴まり歩き。屋外は歩行器使

用、付き添い必要。 

 
本人基本情報 

７８歳 女性 要介護１ 身長１５０cm 体重３８㎏ 

家族構成 長女夫妻と同居 

住環境・福祉機

器等 

戸建ての 1 階 外出時歩行器 

 

経済状況 遺族年金 11 万/月 

性格 真面目 家庭的 穏やか 

生活暦・職業暦 独身寮の寮母さん 

趣味・嗜好 

以前は家庭料理の創意工夫 

お茶飲み会 

 

認知症高齢者日

常生活自立低 

（ 自立 ） 

認知症の状況 

日常生活は、自宅内においてはおおむね自立し

ているが意欲が大きく低下 

 

家族情報 

基本情報 長女（58 歳）長女夫（58 歳） 

健康状態 良好 

キーパーソン 長女 

親族や地域と

の関係 

良好 

 

 

本人生活の生活像（ICF） 

 

健康状態 

 

腰痛 うつ 

高血圧  

健康に対する本人･

家族の意識 

薬を飲んで治す 

 

受診/服薬 /処置  

 

心療内科･･･近隣クリニック 

整形･･･以前かかっていたが今

は通院していない 

 

心身機能・身体構造 

  

夫死去後うつ状態 

認知症による問題行動無し 

低栄養 

 

活動状況 

 

一日家の中で過ごしている。 

長女夫妻が帰るまで日中独居 

 

参加・役割・交流 

 

以前は近所の方が遊びに来て

いたが、夫死去後、誰にも会い

たくないと疎遠になっている 

本人の希望・望む暮

らし 

夕食の用意をして娘達の帰り

を待つ。役に立ちたい 

生活に生じている 

課題 

 

意欲が低下したことにより、 

一人でいる時間、飲食が出来な

い 

 

    
 
 
 
 

 

 

特記 

夫が元気だった頃は、知人が遊びに来て一緒に食事をしたりする時間を持っていた。夫の死後、家の中に引きこも

るようになり食欲が低下。持病の腰痛も悪化している。近隣の方が来ても顔を出さないときもある。 

 

45 



見直し前のケアプラン解説  

 

アセスメントが不十分な点について 

 

① 主治医の助言を受け支援を検討したが、短絡的になってしまっている 

主治医へ電話で支援を始めるにあたっての相談をすると「今、外へ出ることは

難しいと思う。本人の精神負担を考慮して自宅に来てもらい、食事のお世話や

話を聞いてもらうようなマンツーマンの支援からはじめるのも良いのではない

か」との助言をいただく。これによって訪問介護のみの支援を検討したが、本

人の意向の確認が不十分なため、真のニーズが把握できていない。 

 

② 長女の負担軽減に重きを置き、本人の主体性が不十分 

長女からの「負担」という発言に動かされ、介護負担軽減を考え、昼食の買い

物支援も導入。毎日ヘルパーが調理して C さんへ昼食を出すという支援を検討

したが、機械的な導入になってしまっている。 

 

③ 初回プラン提案 

長女が帰宅時間に自宅訪問をして初回面談。主治医からの助言も伝え、夫のと

きと同じ訪問介護事業所へ依頼をして、ホームヘルパーに平日昼食時に毎日来

てもらう支援から始めてみることとした。しかし、生活援助で支援する根拠が

明確に示せなかった。 
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てもらう支援から始めてみることとした。しかし、生活援助で支援する根拠が

明確に示せなかった。 

 

47 



 

週
間

サ
ー

ビ
ス

計
画

表
 

  
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

日
 

主
な

日
常

生
活

上
の

活
動

 

深 夜
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
早

 
朝

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

７
時

起
床

（
不

規
則

）
 

 午
 

 前
 

 
 

 
 

 
 

 
 

８
時

朝
食

（
不

規
則

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

テ
レ

ビ
を

見
な

が
ら

横
に

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
な

る
 

 
訪

問
介

護
 

訪
問

介
護

 
訪

問
介

護
 

訪
問

介
護

 
訪

問
介

護
 

 
 

１
１

:３
０

～
昼

食
支

援
 

 午
 

  後
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

食
べ

た
ら

横
に

な
る

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

娘
が

帰
る

ま
で

テ
レ

ビ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

1
9
：
０

０
長

女
帰

宅
（

買
物

）
） 

 夜
 

 間
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
０

:０
０

夕
食

 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
１

:０
０

～
２

２
:０

０
 

 
 

 
 

 
 

 
 

就
寝

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 深

 
  夜

 

 
 

 
 

 
 

 
 

入
浴

は
本

人
が

入
り

た
い

と
 

 
 

 
 

 
 

 
 

言
っ

た
と

き
に

入
る

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 週
単

位
以

外
 

の
サ

ー
ビ

ス
 

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
見

守
り

支
援

・
・

・
保

健
師

に
よ

る
地

域
活

動
の

声
が

け
等

（
日

時
不

定
期

）
 

 

 

作
成
年
月
日
 
Ｈ
３
０
年
 
３
月
 
２
１
日
 

4:
00

 

6:
00

 

8:
00

 

12
:0

0 

10
:0

0 

14
:0

0 

16
:0

0 

18
:0

0 

20
:0

0 

22
:0

0 

24
:0

0 

2:
00

 
4:

00
 

第
３

表
 

見
直

し
前

 

機
械

的
に

訪
問

介
護

を
平

日
に

毎
日

位
置

づ
け

、
そ

の
他

の

支
援

に
つ

い
て

検
討

さ
れ

て
い

な
い

 

48 



サービス担当者会議を経て見直し後のケアプラン解説 

 

チームアプローチによって改善された支援のポイント 

 

① 本人の意思確認 

本人から「外に出る気持ちになれないが、一人で部屋にいると何もする気持ち

にならない。でも、夫が通っていたデイサービスなら夫の話も出来るからいつ

か通ってもいい」「知らない人が来るのは嫌だけど、夫の介護をしていたときに

来てくれていたヘルパーさんなら良く知っているからその方にお願いしたい」

という言葉が聞けた。 

長女からは、「皆さんにすべて頼るわけにはいかないので、平日の食事の用意は

それほど大変ではないので何か用意して冷蔵庫に入れておきます。母が食べや

すいようにして出してあげてほしいです。ただ、食欲が無いときには、今食べ

たいと思うものを買ってきていただけると安心です。」との意見が確認できた。 

 

②訪問介護からの意見確認と依頼内容

訪問介護事業所からの情報で、ご本人はどのような生活をされてきた方なのか

を教えてもらい、料理と歌番組が好きだということがわかった。今後は、ただ

単に食事の提供をするのではなく、本人の意欲や好みなどを主体的に対応でき

るような支援を依頼。 

 

④ デイサービスの役割確認 

デイサービスで歌う活動に参加できるように依頼。また、自宅では入浴回数が

減っていて本人はそのことを気にしている様子との長女の言葉があり、デイサ

ービスで入浴できるように声をかけてもらえるように依頼。職員との会話の中

に生活歴の話題を取り入れていただくように依頼。 

 

⑤ 主治医より提案 

うつ状態が安定するまで、訪問看護（精神保健福祉士）も導入してはどうか。

通院が難しい時でも状況が把握できるため、状態に合わせた診療が適切に行え

るようになる。 

 

 

週
間

サ
ー

ビ
ス

計
画

表
 

  
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

日
 

主
な

日
常

生
活

上
の

活
動

 

深 夜
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
早

 
朝

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

７
時

起
床

（
不

規
則

）
 

 午
 

 前
 

 
 

 
 

 
 

 
 

８
時

朝
食

（
不

規
則

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

テ
レ

ビ
を

見
な

が
ら

横
に

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
な

る
 

 
訪

問
介

護
 

訪
問

介
護

 
訪

問
介

護
 

訪
問

介
護

 
訪

問
介

護
 

 
 

１
１

:３
０

～
昼

食
支

援
 

 午
 

  後
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

食
べ

た
ら

横
に

な
る

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

娘
が

帰
る

ま
で

テ
レ

ビ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

1
9
：
０

０
長

女
帰

宅
（

買
物

）
） 

 夜
 

 間
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
０

:０
０

夕
食

 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
１

:０
０

～
２

２
:０

０
 

 
 

 
 

 
 

 
 

就
寝

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 深

 
  夜

 

 
 

 
 

 
 

 
 

入
浴

は
本

人
が

入
り

た
い

と
 

 
 

 
 

 
 

 
 

言
っ

た
と

き
に

入
る

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 週
単

位
以

外
 

の
サ

ー
ビ

ス
 

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
見

守
り

支
援

・
・

・
保

健
師

に
よ

る
地

域
活

動
の

声
が

け
等

（
日

時
不

定
期

）
 

 

 

作
成
年
月
日
 
Ｈ
３
０
年
 
３
月
 
２
１
日
 

4:
00

 

6:
00

 

8:
00

 

12
:0

0 

10
:0

0 

14
:0

0 

16
:0

0 

18
:0

0 

20
:0

0 

22
:0

0 

24
:0

0 

2:
00

 
4:

00
 

第
３

表
 

見
直

し
前

 

機
械

的
に

訪
問

介
護

を
平

日
に

毎
日

位
置

づ
け

、
そ

の
他

の

支
援

に
つ

い
て

検
討

さ
れ

て
い

な
い

 

49 



居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

書
（

２
）

 

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

(ニ
ー

ズ
) 

目
標

 
援

助
内

容
 

長
期

目
標

 
(期

間
) 

短
期

目
標

 
(期

間
) 

サ
ー

ビ
ス

内
容

 
※

1
 

サ
ー

ビ
ス

種
別

 
※

２
 

頻
度

 
期

間
 

 食
欲

を
戻

し
て

体
力

つ
け

た
い

。
も

う
少

し
体

重
を

増
や

し
た

い
 

 毎
日

、
食

事
を

し
っ

か
り

食
べ

、
体

重
も

増
え

体
力

が
戻

る
 

 H
3

0
年

 
3

月
2

4
日

 
～

 
H

3
0

年
 

9
月

3
0

日
 

 

 ご
家

族
の

い
な

い
時

も
き

ち
ん

と
食

事
が

摂
れ

る
 

 H
3

0
年

 
3

月
2

4
日

 
～

 
H

3
0

年
 

5
月

3
1

日
 

 お
昼

は
、
ご

家
族

が
用

意
し

て
く

れ
た

食
事

を
温

め
、
食

べ
や

す
い

形
態

で
提

供
し

ま
す

。
 

食
事

中
は

水
分

摂
取

の
声

が
け

や
薬

の
準

備
、
台

所
の

片
づ

け
を

行
い

ま
す

。
食

事
の

量
は

共
有

ノ
ー

ト
へ

記
載

し
ま

す
。

 

 ○
 

 訪
問

介
護

（
生

活
援

助
）

 
  長

女
（

朝
に

昼
食

の
準

備
）

 

 Ｎ
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
 

 3
回

／
週

 
  毎

日
 

 H
3

0
年

 
3

月
2

4
日

 
～

 
H

3
0

年
 

5
月

3
1

日
 

 毎
日

の
食

事
が

楽
し

め
る

よ
う

に
な

る
 

 H
3

0
年

 
3

月
2

4
日

 
～

 
H

3
0

年
 

5
月

3
1

日
 

 ご
家

族
が

昼
食

の
用

意
が

で
き

な
い

と
き

は
ご

本
人

の
食

べ
た

い
も

の
を

買
い

に
行

き
提

供
し

ま
す

。
食

事
が

億
劫

に
な

ら
な

い
よ

う
に

支
援

し
ま

す
。

 

 ○
 

 訪
問

介
護

（
生

活
援

助
）

 
 長

女
（

忙
し

い
時

は
申

し
送

り
を

行
う

）
 

 Ｎ
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
 

 3
回

／
週

 
 随

時
 

 H
3

0
年

 
3

月
2

4
日

 
～

 
H

3
0

年
 

5
月

3
1

日
 

 デ
イ

サ
ー

ビ
ス

で
は

、
本

人
が

負
担

に
な

ら
な

い
量

か
ら

お
出

し
し

て
食

事
の

量
を

確
認

し
ま

す
。
体

重
測

定
を

行
い

報
告

し
ま

す
。

 
 

 ○
 

 通
所

介
護

 
 Ｈ

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

 

 2
回

／
週

 

 H
3

0
年

 
3

月
2

4
日

 
～

 
H

3
0

年
 

5
月

3
1

日
 

 前
向

き
な

気
持

ち
に

な
り

、
好

き
な

調
理

が
ま

た
で

き
る

よ
う

に
な

り
た

い
 

      

 支
援

を
受

け
な

が
ら

も
自

分
で

調
理

を
お

こ
な

え
る

 

 H
3

0
年

 
3

月
2

4
日

 
～

 
H

3
0

年
 

9
月

3
0

日
 

 

 健
康

が
上

向
き

に
な

り
毎

日
の

生
活

が
規

則
的

に
過

ご
せ

る
 

 H
3

0
年

 
3

月
2

4
日

 
～

 
H

3
0

年
 

5
月

3
1

日
 

 医
師

に
よ

る
診

察
と

服
薬

調
整

、
ケ

ア
チ

ー
ム

や
家

族
へ

助
言

を
行

い
ま

す
。

 
通

院
は

長
女

さ
ん

が
付

き
添

い
ま

す
。

 

  
 通

院
受

診
 

  長
女

の
通

院
同

行
 

 Ｇ
診

療
所

 
 １

回
／

月
 

 H
3

0
年

 
3

月
2

4
日

 
～

 
H

3
0

年
 

5
月

3
1

日
 

 人
の

気
持

ち
や

治
療

、
ケ

ア
に

関
す

る
こ

と
等

の
思

い
を

聞
き

取
り

医
師

へ
相

談
し

ケ
ア

チ
ー

ム
へ

報
告

し
ま

す
。
服

薬
の

確
認

を
し

ま
す

。
 

 

 
 訪

問
看

護
（

医
療

）
 

 Ｇ
診

療
所

 
 １

回
／

週
 

 

 H
3

0
年

 
3

月
2

4
日

 
～

 
H

3
0

年
 

5
月

3
1

日
 

 

第
２

表
 

見
直

し
後

 

 
作
成
年
月
日
 
Ｈ
３
０
年
 
３
月
 
２
４
日
 

単
な

る
食

事
の

用
意

だ
け

で
な

く
、
本

人
の

食
事

に
対

す
る

意
欲

を
醸

し
出

す
支

援
を

導
入

し
て

い
る
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 本

人
か

ら
や

り
た

い
こ

と
の

発
言

や
、
で

き
そ

う
な

こ
と

が
見

つ
か

れ
ば

可
能

と
な

る
よ

う
共

有
し

て
い

き
ま

す
。

 
 

 ○
 

  ○
 

 訪
問

介
護

 
  通

所
介

護
 

 Ｎ
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
 

 Ｈ
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
 

 3
回

／
週

 
 2

回
／

週
 

 H
3

0
年

 
3

月
2

4
日

 
～

 
H

3
0

年
 

5
月

3
1

日
 

 地
域

の
方

と
も

仲
良

く
し

た
い

 
 

 地
域

の
活

動
に

参
加

で
き

る
 

 H
3

0
年

 
3

月
2

4
日

 
～

 
H

3
0

年
 

9
月

3
0

日
 

 

 知
人

達
と

会
話

す
る

時
間

が
持

て
る

 

 H
3

0
年

 
3

月
2

4
日

 
～

 
H

3
0

年
 

5
月

3
1

日
 

 ご
家

族
か

ら
話

を
し

て
も

ら
い

、
体

調
が

良
い

と
き

に
は

近
所

の
知

人
が

遊
び

に
来

て
お

茶
を

飲
ん

だ
り

お
し

ゃ
べ

り
し

た
り

す
る

時
間

を
持

ち
ま

す
。

 
 

 
 知

人
 

家
族

 

 
 

 

 地
域

の
活

動
を

知
る

こ
と

が
で

き
る

 

 H
3

0
年

 
3

月
2

4
日

 
～

 
H

3
0

年
 

5
月

3
1

日
 

 ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
に

様
子

を
確

認
し

な
が

ら
時

々
訪

問
し

て
、
お

話
を

聞
き

、
参

加
が

で
き

る
近

隣
の

イ
ベ

ン
ト

や
食

事
会

等
の

お
知

ら
せ

を
伝

え
ま

す
。
参

加
の

希
望

が
あ

れ
ば

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
や

ご
家

族
に

相
談

し
ま

し
ょ

う
。

 

 
 地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
 

 Ｓ
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
 

 随
時

 
 

 安
心

し
て

お
風

呂
に

入
り

た
い

 
 

 安
心

し
て

気
持

ち
よ

く
お

風
呂

に
入

る
 

 

 H
3

0
年

 
3

月
2

4
日

 
～

 
H

3
0

年
 

9
月

3
0

日
 

 

 週
２

回
は

気
持

ち
よ

く
お

風
呂

に
入

る
こ

と
が

で
き

る
 

 

 H
3

0
年

 
3

月
2

4
日

 
～

 
H

3
0

年
 

5
月

3
1

日
 

 デ
イ

サ
ー

ビ
ス

で
声

か
け

、
見

守
り

を
行

い
入

浴
介

助
。

自
分

で
で

き
る

こ
と

は
や

っ
て

い
た

だ
き

、
転

倒
に

は
注

意
し

ま
し

ょ
う

。
 

 

 ○
 

 通
所

介
護

 
 Ｈ

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

 

 2
回

／
週

 

 H
3

0
年

 
3

月
2

4
日

 
～

 
H

3
0

年
 

5
月

3
1

日
 

 自
宅

で
も

、
ご

家
族

が
声

が
け

、
見

守
り

を
行

い
、
入

浴
を

促
し

て
い

き
ま

す
。

 

 
 長

女
 

 
 随

時
 

 

 娘
や

皆
さ

ん
に

心
配

を
か

け
な

い
で

生
活

で
き

る
よ

う
に

な
り

た
い

 

 娘
さ

ん
と

会
話

を
し

て
楽

し
い

時
間

を
過

ご
す

こ
と

が
増

え
る

 

 H
3

0
年

 
3

月
2

4
日

 
～

 
H

3
0

年
 

9
月

3
0

日
 

 

 娘
さ

ん
が

休
み

の
日

等
、
ゆ

っ
く

り
二

人
の

時
間

を
持

つ
こ

と
が

で
き

る
 

 H
3

0
年

 
3

月
2

4
日

 
～

 
H

3
0

年
 

5
月

3
1

日
 

 朝
食

、
夕

食
は

長
女

が
一

緒
に

食
べ

る
。

 
長

女
が

休
み

の
日

は
ゆ

っ
く

り
お

し
ゃ

べ
り

す
る

時
間

を
持

つ
。

 
 

 
 長

女
 

 
 朝

、
夕

、
週

末
 

 

 い
つ

で
も

相
談

で
き

る
場

所
が

あ
り

安
心

し
て

生
活

で
き

る
 

 H
3

0
年

 
3

月
2

4
日

 
～

 
H

3
0

年
 

9
月

3
0

日
 

 

 悩
み

は
抱

え
込

ま
ず

相
談

で
き

る
 

 H
3

0
年

 
3

月
2

4
日

 
～

 
H

3
0

年
 

5
月

3
1

日
 

 い
つ

で
も

相
談

で
き

る
よ

う
に

、
関

係
機

関
が

相
談

対
応

で
き

る
体

制
を

作
る

。
相

談
内

容
は

共
有

す
る

 

 
 医

師
 

居
宅

介
護

を
は

じ
め

と
し

た
全

て
の

関
係

機
関

 

 Ｇ
診

療
所

Ａ
居

宅
な

ど
 

 随
時

 
 

加
え

て
、

サ
ー

ビ
ス

中
に

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
り

、

更
な

る
支

援
の

ヒ
ン

ト
を

得
よ

う
と

し
て

い
ま

す
 

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

書
（

２
）

 

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

(ニ
ー

ズ
) 

目
標

 
援

助
内

容
 

長
期

目
標

 
(期

間
) 

短
期

目
標

 
(期

間
) 

サ
ー

ビ
ス

内
容

 
※

1
 

サ
ー

ビ
ス

種
別

 
※

２
 

頻
度

 
期

間
 

 食
欲

を
戻

し
て

体
力

つ
け

た
い

。
も

う
少

し
体

重
を

増
や

し
た

い
 

 毎
日

、
食

事
を

し
っ

か
り

食
べ

、
体

重
も

増
え

体
力

が
戻

る
 

 H
3

0
年

 
3

月
2

4
日

 
～

 
H

3
0

年
 

9
月

3
0

日
 

 

 ご
家

族
の

い
な

い
時

も
き

ち
ん

と
食

事
が

摂
れ

る
 

 H
3

0
年

 
3

月
2

4
日

 
～

 
H

3
0

年
 

5
月

3
1

日
 

 お
昼

は
、
ご

家
族

が
用

意
し

て
く

れ
た

食
事

を
温

め
、
食

べ
や

す
い

形
態

で
提

供
し

ま
す

。
 

食
事

中
は

水
分

摂
取

の
声

が
け

や
薬

の
準

備
、
台

所
の

片
づ

け
を

行
い

ま
す

。
食

事
の

量
は

共
有

ノ
ー

ト
へ

記
載

し
ま

す
。

 

 ○
 

 訪
問

介
護

（
生

活
援

助
）

 
  長

女
（

朝
に

昼
食

の
準

備
）

 

 Ｎ
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
 

 3
回

／
週

 
  毎

日
 

 H
3

0
年

 
3

月
2

4
日

 
～

 
H

3
0

年
 

5
月

3
1

日
 

 毎
日

の
食

事
が

楽
し

め
る

よ
う

に
な

る
 

 H
3

0
年

 
3

月
2

4
日

 
～

 
H

3
0

年
 

5
月

3
1

日
 

 ご
家

族
が

昼
食

の
用

意
が

で
き

な
い

と
き

は
ご

本
人

の
食

べ
た

い
も

の
を

買
い

に
行

き
提

供
し

ま
す

。
食

事
が

億
劫

に
な

ら
な

い
よ

う
に

支
援

し
ま

す
。

 

 ○
 

 訪
問

介
護

（
生

活
援

助
）

 
 長

女
（

忙
し

い
時

は
申

し
送

り
を

行
う

）
 

 Ｎ
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
 

 3
回

／
週

 
 随

時
 

 H
3

0
年

 
3

月
2

4
日

 
～

 
H

3
0

年
 

5
月

3
1

日
 

 デ
イ

サ
ー

ビ
ス

で
は

、
本

人
が

負
担

に
な

ら
な

い
量

か
ら

お
出

し
し

て
食

事
の

量
を

確
認

し
ま

す
。
体

重
測

定
を

行
い

報
告

し
ま

す
。

 
 

 ○
 

 通
所

介
護

 
 Ｈ

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

 

 2
回

／
週

 

 H
3

0
年

 
3

月
2

4
日

 
～

 
H

3
0

年
 

5
月

3
1

日
 

 前
向

き
な

気
持

ち
に

な
り

、
好

き
な

調
理

が
ま

た
で

き
る

よ
う

に
な

り
た

い
 

      

 支
援

を
受

け
な

が
ら

も
自

分
で

調
理

を
お

こ
な

え
る

 

 H
3

0
年

 
3

月
2

4
日

 
～

 
H

3
0

年
 

9
月

3
0

日
 

 

 健
康

が
上

向
き

に
な

り
毎

日
の

生
活

が
規

則
的

に
過

ご
せ

る
 

 H
3

0
年

 
3

月
2

4
日

 
～

 
H

3
0

年
 

5
月

3
1

日
 

 医
師

に
よ

る
診

察
と

服
薬

調
整

、
ケ

ア
チ

ー
ム

や
家

族
へ

助
言

を
行

い
ま

す
。

 
通

院
は

長
女

さ
ん

が
付

き
添

い
ま

す
。

 

  
 通

院
受

診
 

  長
女

の
通

院
同

行
 

 Ｇ
診

療
所

 
 １

回
／

月
 

 H
3

0
年

 
3

月
2

4
日

 
～

 
H

3
0

年
 

5
月

3
1

日
 

 人
の

気
持

ち
や

治
療

、
ケ

ア
に

関
す

る
こ

と
等

の
思

い
を

聞
き

取
り

医
師

へ
相

談
し

ケ
ア

チ
ー

ム
へ

報
告

し
ま

す
。
服

薬
の

確
認

を
し

ま
す

。
 

 

 
 訪

問
看

護
（

医
療

）
 

 Ｇ
診

療
所

 
 １

回
／

週
 

 

 H
3

0
年

 
3

月
2

4
日

 
～

 
H

3
0

年
 

5
月

3
1

日
 

 

第
２

表
 

見
直

し
後

 

 
作
成
年
月
日
 
Ｈ
３
０
年
 
３
月
 
２
４
日
 

単
な

る
食

事
の

用
意

だ
け

で
な

く
、
本

人
の

食
事

に
対

す
る

意
欲

を
醸

し
出

す
支

援
を

導
入

し
て

い
る
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週
間

サ
ー

ビ
ス

計
画

表
 

  
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

日
 

主
な

日
常

生
活

上
の

活
動

 

深 夜
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
早

 
朝

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

７
時

起
床

（
習

慣
化

を
目

指

 
 午

 
 前

 

 
 

 
 

 
 

 
 

８
時

朝
食

 
 

し
ま

し
ょ

う
）
 

 
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
 

 
 

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

 
 

 
 

な
る

べ
く

起
き

て
テ

レ
ビ

を

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

見
る

 

 
（

入
浴

）
 

訪
問

介
護

 
訪

問
介

護
 

（
入

浴
）

 
訪

問
介

護
 

土
日

は
長

女
さ

ん
と

一
緒

に
過

ご

し
ま

す
。

長
女

さ
ん

と
と

も
に

家

事
な

ど
で

き
る

こ
と

行
な

っ
て

み

ま
し

ょ
う

 

１
１

:３
０

～
昼

食
支

援
 

 午
 

  後
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

午
睡

（
１

時
間

）
 

 
 

 
 

 
 

な
る

べ
く

起
き

て
テ

レ
ビ

を

 

 

 
 

 
 

 
 

見
る

 

 
 

訪
問

看
護

 
 

 
訪

問
看

護
 

 
 

（
健

康
面

の
チ

ェ
ッ

ク
）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
９

:０
０

長
女

帰
宅

（
買

物
） 

 夜
 

 間
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
０

:０
０

夕
食

 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
１

:０
０

～
２

２
:０

０
 

 
 

 
 

 
 

 
就

寝
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 深

 
  夜

 

 
 

 
 

 
 

 
 

入
浴

は
本

人
が

入
り

た
い

と
 

 
 

 
 

 
 

 
 

言
っ

た
と

き
に

入
る

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 週
単

位
以

外
 

の
サ

ー
ビ

ス
 

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
見

守
り

支
援

・
・

・
保

健
師

に
よ

る
地

域
活

動
の

声
が

け
等

（
日

時
不

定
期

）
 

定
期

受
診

（
心

療
内

科
）
・

・
・

通
院

時
は

長
女

が
同

行
 

 

作
成
年
月
日
 
Ｈ
３
０
年
 
３
月
 
２
４
日
 

4:
00

 

6:
00

 

第
３

表
 

見
直

し
後

 

8:
00

 

12
:0

0 

10
:0

0 

20
:0

0 

22
:0

0 

24
:0

0 

2:
00

 
4:

00
 

本
人

の
意

向
で

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

を
導

入
す

る
こ

と
で

、
起

床

の
き

っ
か

け
を

作
り

、
生

活
リ

ズ
ム

を
整

え
ま

す
 

14
:0

0 

16
:0

0 

18
:0

0 

訪
問

看
護

に
よ

る
健

康
管

理
を

導
入

し
、
更

な
る

生
活

意
欲

向
上

を
目

指
し

ま
す

。
こ

れ
ら

の
支

援
で

生
活

援
助

に
相

乗

的
な

効
果

が
期

待
で

き
ま

す
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サ
ー

ビ
ス

担
当

者
会

議
の

要
点

 

利
用

者
氏

名
 

 
 

 
  

 
 
  

Ｃ
 

 
  

 
殿

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

作
成

者
（

担
当

者
）

氏
名

 
 

○
○

 
○

○
子

 
 
 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

開
催

日
 

Ｈ
３

０
 
年

 
 
３

 月
 

 ２
４

日
 

 
 

  
 
 
 開

催
場

所
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
開

催
時

間
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
開

催
回

数
 

 
 

 
 
 
 
  

 

会
議

出
席

者
 

所
属

（
職

種
）

 
氏

名
 

所
属

（
職

種
）

 
氏

名
 

所
属

（
職

種
）

 
氏

名
 

 
本

人
 

Ｃ
氏

 
Ｈ

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

 
管

理
者

 
Ｓ

地
域

包
括

 
保

健
師

 

 
長

女
 

Ａ
子

氏
 

Ｎ
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
 

Ｓ
責

任
者

 
Ａ

居
宅

介
護

 
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

 

 
Ｇ

訪
問

診
療

 
医

師
（

診
療

の
た

め
欠

席
） 

G
訪

問
看

護
 

精
神

保
健

福
祉

士
 

 
 

検
討

し
た

項
目

 
①

本
人

・
家

族
の

意
向

の
確

認
②

ご
本

人
の

望
む

生
活

に
向

け
て

今
後

の
支

援
方

針
と

各
サ

ー
ビ

ス
、

機
関

の
役

割
の

確
認

 

③
ケ

ア
プ

ラ
ン

の
内

容
と

目
標

達
成

、
次

の
ス

テ
ッ

プ
の

確
認

 

検
討

内
容

 
①

本
人

・
・

・
以

前
の

よ
う

に
娘

達
の

生
活

の
役

に
立

ち
た

い
。

ご
飯

を
作

っ
て

仕
事

か
ら

の
帰

り
を

待
ち

た
い

。
長

女
・

・
父

の
介

護
に

あ
ま

り
関

わ
れ

な
か

っ
た

事
が

気
に

な
っ

て
い

て
い

ま
す

。
母

に
は

以
前

の
よ

う
に

笑
え

る
よ

う
な

生
活

に
戻

っ
て

ほ
し

い
。

 

②
精

神
訪

問
看

護
･
･
･医

師
よ

り
「

腰
痛

が
悪

化
し

て
い

る
の

も
精

神
状

態
が

関
係

し
て

い
る

と
こ

ろ
も

大
き

い
。

お
薬

の
力

を
借

り
な

が
ら

ち
ょ

っ

と
ず

つ
元

気
に

な
り

ま
し

ょ
う

。
」

と
の

言
葉

を
預

か
っ

て
き

ま
し

た
。

私
達

も
定

期
的

に
訪

問
し

て
気

持
ち

を
聞

か
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

 

訪
問

介
護

・
・

・
C

さ
ん

が
今

ま
で

ご
主

人
と

過
ご

し
た

日
々

を
考

え
な

が
ら

、
目

標
と

さ
れ

て
い

る
家

族
の

た
め

の
調

理
が

で
き

る
よ

う
に

、
ま

ず

は
体

調
が

戻
る

よ
う

に
、

食
事

の
用

意
や

水
分

摂
取

の
お

手
伝

い
を

し
ま

す
。

急
に

要
る

よ
う

に
な

っ
た

も
の

や
食

べ
た

い
と

思
う

も
の

が
あ

れ
ば

買

い
物

に
行

き
ま

す
。

ご
本

人
の

意
向

に
沿

っ
た

支
援

を
心

が
け

な
が

ら
、

体
調

の
様

子
を

確
認

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

 

通
所

介
護

・
・

・
来

て
い

た
だ

い
た

時
に

は
お

風
呂

に
入

っ
て

い
た

だ
き

体
操

に
も

参
加

し
て

も
ら

い
ま

す
。

ご
主

人
の

お
話

を
す

る
時

間
を

持
ち

ま

し
ょ

う
。

包
括

・
・

・
近

く
を

通
っ

た
時

に
寄

ら
せ

て
く

だ
さ

い
。

今
の

様
子

を
聞

き
、

地
域

活
動

の
お

知
ら

せ
を

し
ま

す
。

 

②
 
本

人
の

負
担

に
な

ら
な

い
よ

う
に

、
２

ヶ
月

た
っ

た
と

き
に

こ
の

ま
ま

継
続

す
る

か
確

認
し

ま
す

。
 

結
論

 
１

．
夫

が
居

な
く

な
っ

た
寂

し
さ

か
ら

の
意

欲
低

下
が

食
欲

低
下

な
ど

体
調

不
良

の
要

因
と

な
っ

て
い

ま
す

。
改

善
の

た
め

の
ケ

ア
を

行
い

ま
す

。
２

．

顔
見

知
り

の
い

る
事

業
所

に
ケ

ア
を

お
願

い
し

て
、

精
神

的
負

担
を

軽
減

し
ま

す
。

３
．

体
力

を
考

え
て

通
所

を
週

２
回

か
ら

は
じ

め
、

回
数

増
は

主

治
医

と
相

談
し

な
が

ら
検

討
し

ま
す

。
４

．
食

欲
が

無
い

と
き

に
は

何
が

食
べ

ら
れ

る
か

確
認

し
て

食
べ

ら
れ

る
も

の
を

買
い

に
行

き
、
対

応
し

ま
す

。 

残
さ

れ
た

課
題

 

（
次

回
開

催
時

期
）

 

２
ヵ

月
後

に
サ

ー
ビ

ス
利

用
状

況
と

本
人

の
状

態
を

確
認

し
継

続
で

良
い

か
検

討
し

ま
す

。
 

 

第
４

表
 

 

週
間

サ
ー

ビ
ス

計
画

表
 

  
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

日
 

主
な

日
常

生
活

上
の

活
動

 

深 夜
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
早

 
朝

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

７
時

起
床

（
習

慣
化

を
目

指

 
 午

 
 前

 

 
 

 
 

 
 

 
 

８
時

朝
食

 
 

し
ま

し
ょ

う
）
 

 
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
 

 
 

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

 
 

 
 

な
る

べ
く

起
き

て
テ

レ
ビ

を

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

見
る

 

 
（

入
浴

）
 

訪
問

介
護

 
訪

問
介

護
 

（
入

浴
）

 
訪

問
介

護
 

土
日

は
長

女
さ

ん
と

一
緒

に
過

ご

し
ま

す
。

長
女

さ
ん

と
と

も
に

家

事
な

ど
で

き
る

こ
と

行
な

っ
て

み

ま
し

ょ
う

 

１
１

:３
０

～
昼

食
支

援
 

 午
 

  後
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

午
睡

（
１

時
間

）
 

 
 

 
 

 
 

な
る

べ
く

起
き

て
テ

レ
ビ

を

 

 

 
 

 
 

 
 

見
る

 

 
 

訪
問

看
護

 
 

 
訪

問
看

護
 

 
 

（
健

康
面

の
チ

ェ
ッ

ク
）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
９

:０
０

長
女

帰
宅

（
買

物
） 

 夜
 

 間
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
０

:０
０

夕
食

 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
１

:０
０

～
２

２
:０

０
 

 
 

 
 

 
 

 
就

寝
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 深

 
  夜

 

 
 

 
 

 
 

 
 

入
浴

は
本

人
が

入
り

た
い

と
 

 
 

 
 

 
 

 
 

言
っ

た
と

き
に

入
る

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 週
単

位
以

外
 

の
サ

ー
ビ

ス
 

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
見

守
り

支
援

・
・

・
保

健
師

に
よ

る
地

域
活

動
の

声
が

け
等

（
日

時
不

定
期

）
 

定
期

受
診

（
心

療
内

科
）
・

・
・

通
院

時
は

長
女

が
同

行
 

 

作
成
年
月
日
 
Ｈ
３
０
年
 
３
月
 
２
４
日
 

4:
00

 

6:
00

 

第
３

表
 

見
直

し
後

 

8:
00

 

12
:0

0 

10
:0

0 

20
:0

0 

22
:0

0 

24
:0

0 

2:
00

 
4:

00
 

本
人

の
意

向
で

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

を
導

入
す

る
こ

と
で

、
起

床

の
き

っ
か

け
を

作
り

、
生

活
リ

ズ
ム

を
整

え
ま

す
 

14
:0

0 

16
:0

0 

18
:0

0 

訪
問

看
護

に
よ

る
健

康
管

理
を

導
入

し
、
更

な
る

生
活

意
欲

向
上

を
目

指
し

ま
す

。
こ

れ
ら

の
支

援
で

生
活

援
助

に
相

乗

的
な

効
果

が
期

待
で

き
ま

す
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Ⅳ．訪問回数が多い生活援助（1） 

 

 

事例概要 

 

D さん ７０歳 男性 要介護３ 

妻とは３０年前に離婚。子供は居ない。両親、兄は死去。 

高校卒業後上京して会社員として就労、定年まで働いて当地に転居。２年前に

体調の変化を覚え受診し、パーキンソン病の診断を受ける。現在、ヤールステ

ージⅣまで進行している。 

 

 

アセスメントの概要 

 

上京後は殆ど親族とのかかわりは無く、兄とは連絡を取り合っていたが、７

年前に兄が無くなってから法事等以外は兄の妻と疎遠になっている。同僚と飲

みに行くことがあったが定年退職後は付き合いが無くなった。隣家に住む大家

さんが引っ越してきた時から気にかけてくれ、年上だが気が合う事から時々部

屋に遊びに来てもらい、町会のイベントに誘われて出かけたことも合った。 

２年前に体調の変化を覚え受診し、パーキンソン病の診断を受ける。発症後、

歩行状態が徐々に悪化してきたが服薬をしながら生活。ところが、１月はじめ

風邪を引いて寝込んだときから服薬ができなくなり、食事も思うように摂れな

いようになった。時々様子をみていた大家さんが心配して地域包括支援センタ

ーに相談。 

地域包括支援センターが訪問し、通院同行。脱水、低栄養もあり入院となる。

入院中に介護保険申請。１ヵ月後、要介護３の認定が出たのでＭ地域包括支援

センターからＣ居宅介護支援事業所へケアプラン作成依頼。保健師から「薬が

飲めなくて脱水と低栄養になり入院した」と入院の経緯を説明され、「薬が決め

られたように飲めるか、食事が用意できるか心配」という本人の言葉を確認。

独居で近くには身寄りもないことから、日常生活面を中心とした支援を想定し

た。退院前カンファレンスを経て暫定ケアプランを作成。サービス担当者会議

にて退院後の支援を確定した。 
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事例フェイスシート(利用者本人・家族の状況) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例タイトル：神経難病を患った一人暮らしの方の生活支援 

障害高齢者 

日常生活自立度

（ B1 ） 

 

ＡＤＬの概要 

薬が効いている時は室内を一人で動くことがで

きるので生活の自立度が高い 

 
本人基本情報 

７０歳 男性 要介護３ 身長１７０cm体重５１㎏ 

家族構成 一人暮らし 

住環境・福祉機

器等 

アパートの 1階 特殊寝台・付属品 

住宅改修手すり設置 扉付け替え 

経済状況 年金 １６万/月 

性格 頑固 人付き合い苦手 

生活暦・職業暦 定年まで会社勤め 

趣味・嗜好 

今はお酒もタバコも止めている 

マージャン好きだった 

 

認知症高齢者日

常生活自立度 

（ Ⅰ ） 

認知症の状況 

時々記憶ができていないことがあるが、周

囲が気をつけているので大きな問題は起

きていない 

 

家族情報 

基本情報 兄の妻が他県で生活 

健康状態 腰痛あり 

キーパーソン 兄の妻と電話連絡なら相談可 

親族や地域と

の関係 

兄は７年前に他界。兄の妻とは年に１回電

話で話す程度。他の親族とは付き合いが無

い 

 

 

本人生活の生活像（ICF） 

 

健康状態 

 

障害者手帳 2級 

パーキンソン病(ヤールステー

ジⅣ) 

短期記憶障害あり 

健康に対する本人･

家族の意識 

元気を取り戻して外出できるよ

うになりたい 

 

受診/服薬 /処置  

 

一人では受診できない 

一人では確実な服薬が出来ない 

 

心身機能・身体構造 

  

薬が効いていれば室内を歩い

て移動、トイレまで歩ける。嚥

下心配あり 

 

活動状況 

 

体調悪化する前は大家さんに

誘われた場所へ一緒に出かけ

ていた 

 

参加・役割・交流 

 

体調が悪くなってからは遊び

に来てくれる大家さんと家で

話をして過ごす 

本人の希望・望む暮

らし 

病気の進行を遅らせて、また大

家さんと一緒に出かけられた

らと思う 

生活に生じている 

課題 

 

正しく服薬する 

筋力を戻して歩く距離を延ば

す 

 

    
 
 
 
 兄は 7年前に死去 

 

 

特記 

両親が無くなってからは郷里の親戚と接することが無く、７年前に兄が亡くなってからは兄の妻と法事などの連絡

以外やり取りが無い。知人は大家さんと大家さんを介した関係のみ 

Ⅳ．訪問回数が多い生活援助（1） 

 

 

事例概要 

 

D さん ７０歳 男性 要介護３ 

妻とは３０年前に離婚。子供は居ない。両親、兄は死去。 

高校卒業後上京して会社員として就労、定年まで働いて当地に転居。２年前に

体調の変化を覚え受診し、パーキンソン病の診断を受ける。現在、ヤールステ

ージⅣまで進行している。 

 

 

アセスメントの概要 

 

上京後は殆ど親族とのかかわりは無く、兄とは連絡を取り合っていたが、７

年前に兄が無くなってから法事等以外は兄の妻と疎遠になっている。同僚と飲

みに行くことがあったが定年退職後は付き合いが無くなった。隣家に住む大家

さんが引っ越してきた時から気にかけてくれ、年上だが気が合う事から時々部

屋に遊びに来てもらい、町会のイベントに誘われて出かけたことも合った。 

２年前に体調の変化を覚え受診し、パーキンソン病の診断を受ける。発症後、

歩行状態が徐々に悪化してきたが服薬をしながら生活。ところが、１月はじめ

風邪を引いて寝込んだときから服薬ができなくなり、食事も思うように摂れな

いようになった。時々様子をみていた大家さんが心配して地域包括支援センタ

ーに相談。 

地域包括支援センターが訪問し、通院同行。脱水、低栄養もあり入院となる。

入院中に介護保険申請。１ヵ月後、要介護３の認定が出たのでＭ地域包括支援

センターからＣ居宅介護支援事業所へケアプラン作成依頼。保健師から「薬が

飲めなくて脱水と低栄養になり入院した」と入院の経緯を説明され、「薬が決め

られたように飲めるか、食事が用意できるか心配」という本人の言葉を確認。

独居で近くには身寄りもないことから、日常生活面を中心とした支援を想定し

た。退院前カンファレンスを経て暫定ケアプランを作成。サービス担当者会議

にて退院後の支援を確定した。 
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ケアプランのポイント 

 

退院前カンファレンスでの助言は以下の通りでした。このことを受け、ケア

プランを作成しています。 

 

医師：薬が効いていれば動けるが、飲み忘れには注意が必要。退院後にも管

理する方法を検討してほしい。今の状態であれば薬の効き目があると

きは自宅内の動きはできる。通院が難しいと思うので退院後は訪問診

療に切り替えてはどうか。また、今回のようなことにならないよう、

支援体制を確保してほしい。 

看護師：入院中に服薬の時間を調整したので、自宅でもこの時間を守ってほ

しい。 

理学療法士：リハビリの継続は必要。負担を考慮しながら定期的に続けてほ

しい。屋内は手すりを使えば歩行距離は長い。物を持って歩行は危険。

トイレや段差昇降は手すりが必要。扉の開閉時に転倒リスクがある。

屋外はなるべく支援者同伴でお願いしたい。就寝・起床時は特殊寝台

等が必要。入浴も支援してほしい。 

薬剤師：入院中の薬を継続して服用。飲みにくさの訴えがあれば教えてほし

い。 

管理栄養士：摂取動作、嚥下機能はまだ保たれているが、軟らかい副食、一

口大の大きさが望ましい。誤嚥性肺炎予防の観点からも口腔ケアは必

須。口腔内が特に乾燥することがあるので訪問歯科を利用してはどう

か。電動歯ブラシで歯磨きはセルフケアできている。 

 

 

チームアプローチによる支援 

 

多職種による支援の中での訪問介護の役割を明確にしています。進行性の疾

患ですので、やがては身体介護になる可能性がある中で、現在できていること、

本人が続けて行ないたいと願っていることを尊重し、本人が行うことの側面的

支援としての生活援助を位置づけている点に特徴があります。 

また、食事の提供については、効率性よりも、配食サービスとホームヘルパ

ーによる調理を組合せ、日々の食事に変化を持たせることで単なる栄養補給の

みでなく、楽しみとしての食事の在り方を考慮して支援することで栄養改善を

図っています。 
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サ
ー

ビ
ス

計
画

作
成

（
変

更
）

日
 

 
 

Ｈ
３

０
年

 
３

月
 

５
日

 
 

 
 

 
初

回
居

宅
サ

ー
ビ

ス
計

画
作

成
日

 
 

 
Ｈ

３
０

年
 

３
月

 
 

５
日

 

認
定

日
 

 
Ｈ

３
０

年
 

２
月

 
２

５
日

 
 

 
認

定
の

有
効

期
間

 
Ｈ

３
０

年
 

１
月

 
２

８
日

 
～

 
Ｈ

３
０

年
 

２
月

 
２

８
日

 
 要

介
護

状
態

区
分

 
要

介
護

１
 

・
 

要
介

護
２

 
・

 
要

介
護

３
 

・
 

要
介

護
４

 
・

 
要

介
護

５
 

 利
用

者
及

び
家

族
 

の
生

活
に

対
す

る
 

意
向

 

本
人

・
・

・
薬

を
飲

め
て

い
た

ら
、

日
常

生
活

は
で

き
る

と
先

生
が

い
っ

て
い

た
の

で
、

ま
た

自
宅

で
自

分
な

り
の

生
活

を
楽

し
め

た
ら

と
思

い
ま

す
。

で
 

も
、

全
て

を
行

う
の

は
難

し
い

の
で

、
助

け
を

借
り

な
が

ら
生

活
し

て
い

き
た

い
で

す
。

で
き

れ
ば

ま
た

、
大

家
さ

ん
と

外
に

出
か

け
ら

れ
た

ら
う

れ
し

い
 

で
す

ね
。

 

 
 介

護
認

定
審

査
会

の
 

意
見

及
び

サ
ー

ビ
ス

 

の
種

類
の

指
定

 

記
載

無
し

 

   

総
合

的
な

援
助

の
 

方
針

 

主
治

医
よ

り
、

一
番

大
切

な
こ

と
は

服
薬

管
理

で
、

自
宅

で
の

生
活

は
可

能
だ

が
支

援
は

必
要

と
の

助
言

を
い

た
だ

い
た

こ
と

か
ら

、
服

薬
の

確
認

と
生

活
 

面
で

、
本

人
が

行
う

こ
と

が
難

し
い

家
事

の
支

援
を

行
い

ま
す

。
医

師
と

連
携

を
取

り
な

が
ら

病
状

が
安

定
し

て
本

人
が

希
望

す
る

自
宅

で
の

生
活

が
続

く
 

よ
う

に
支

援
し

ま
す

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

主
治

医
：

Ｇ
病

院
 

Ｗ
医

師
（

神
経

内
科

）
○

○
○

○
-
○

○
-
○

○
○

○
 

 生
活

援
助

中
心

型
 

の
算

定
理

由
 

１
.一

人
暮

ら
し

 
 

２
.家

族
等

が
障

害
、

疾
病

等
 

 
３

.そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

第
１

表
 

 

ケアプランのポイント 

 

退院前カンファレンスでの助言は以下の通りでした。このことを受け、ケア

プランを作成しています。 

 

医師：薬が効いていれば動けるが、飲み忘れには注意が必要。退院後にも管

理する方法を検討してほしい。今の状態であれば薬の効き目があると

きは自宅内の動きはできる。通院が難しいと思うので退院後は訪問診

療に切り替えてはどうか。また、今回のようなことにならないよう、

支援体制を確保してほしい。 

看護師：入院中に服薬の時間を調整したので、自宅でもこの時間を守ってほ

しい。 

理学療法士：リハビリの継続は必要。負担を考慮しながら定期的に続けてほ

しい。屋内は手すりを使えば歩行距離は長い。物を持って歩行は危険。

トイレや段差昇降は手すりが必要。扉の開閉時に転倒リスクがある。

屋外はなるべく支援者同伴でお願いしたい。就寝・起床時は特殊寝台

等が必要。入浴も支援してほしい。 

薬剤師：入院中の薬を継続して服用。飲みにくさの訴えがあれば教えてほし

い。 

管理栄養士：摂取動作、嚥下機能はまだ保たれているが、軟らかい副食、一

口大の大きさが望ましい。誤嚥性肺炎予防の観点からも口腔ケアは必

須。口腔内が特に乾燥することがあるので訪問歯科を利用してはどう

か。電動歯ブラシで歯磨きはセルフケアできている。 

 

 

チームアプローチによる支援 

 

多職種による支援の中での訪問介護の役割を明確にしています。進行性の疾

患ですので、やがては身体介護になる可能性がある中で、現在できていること、

本人が続けて行ないたいと願っていることを尊重し、本人が行うことの側面的

支援としての生活援助を位置づけている点に特徴があります。 

また、食事の提供については、効率性よりも、配食サービスとホームヘルパ

ーによる調理を組合せ、日々の食事に変化を持たせることで単なる栄養補給の

みでなく、楽しみとしての食事の在り方を考慮して支援することで栄養改善を

図っています。 
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居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

書
（

２
）

 

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

(ニ
ー

ズ
) 

目
標

 
援

助
内

容
 

長
期

目
標

 
(期

間
) 

短
期

目
標

 
(期

間
) 

サ
ー

ビ
ス

内
容

 
※

1
 

サ
ー

ビ
ス

種
別

 
※

２
 

頻
度

 
期

間
 

自
宅

で
過

ご
す

時
間

は
一

人
で

動
き

た
い

 

確
実

な
服

薬
に

よ
り

自
宅

で
一

人
で

生
活

で
き

る
 

Ｈ
3

0
年

 

3
月

1
2

日

～
 

Ｈ
3

0
年

 

8
月

3
1

日
 

ベ
ッ

ド
か

ら

の
起

き
上

が

り
等

一
人

で

安
全

に
行

い
、

日
中

の
活

動

が
行

え
る

 

Ｈ
3

0
年

 

3
月

1
2

日
 

～
 

Ｈ
3

0
年

 

5
月

3
1

日
 

服
薬

の
時

間
を

守
り

、
日

中
の

薬
の

効
果

を
継

続

さ
せ

る
。

身
体

の
動

き
を

確
認

し
変

化
は

医
師

へ

連
絡

。
服

薬
確

認
、

服
薬

セ
ッ

ト
を

行
う

。
 

特
殊

寝
台

・
特

殊
寝

台
付

属
品

貸
与

立
ち

上
が

り

の
た

め
に

介
助

バ
ー

 

○
 

 〇
 

○
 

  ○
 

訪
問

介
護
（

生
活

援
助

—
服

薬
準

備
）

 

訪
問

看
護

（
医

療
）

 

通
所

リ
ハ

ビ
リ

 

 訪
問

薬
剤

 

福
祉

用
具

 

Ｆ
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
 

Ｔ
訪

問
看

護
Ｓ

Ｔ
 

Ｒ
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
 

Ｄ
事

業
所

 

7
／

週
 

 ２
／

週
 

 ３
／

週
 

 

Ｈ
3

0
年

 

3
月

1
2

日

～
 

Ｈ
3

0
年

 

5
月

3
1

日
 

ま
た

、
入

院
し

な

い
よ

う
に

し
た

い
 

入
院

し
な

い
で

生
活

が
続

け
ら

れ
る

 

Ｈ
3

0
年

 

3
月

1
2

日

～
 

Ｈ
3

0
年

 

8
月

3
1

日
 

自
分

で
も

そ

の
時

々
の

病

状
が

把
握

で

き
る

 

Ｈ
3

0
年

 

3
月

1
2

日
～

 

Ｈ
3

0
年

 

5
月

3
1

日
 

訪
問

に
よ

る
診

察
で

、
通

院
の

負
担

が
無

く
な

り
、

確
実

に
診

察
が

で
き

る
。

病
状

の
説

明
を

受
け

る
。

 

○
 

 ○
 

 

訪
問

診
療
（

居
宅

療
養

管
理

指
導

）
 

訪
問

歯
科

診
療
（

居
宅

療
養

管
理

指
導

）
 

Ｈ
ク

リ
ニ

ッ
ク

 

Ｚ
歯

科
 

１
／

月
 

 １
／

２

週
 

Ｈ
3

0
年

 

3
月

1
2

日

～
Ｈ

3
0

年

5
月

3
1

日
 

飲
み

込
め

な
く

な
る

の
が

怖
い

。

予
防

し
て

食
事

を
楽

し
み

た
い

 

毎
日

の
食

事
を

楽
し

め
る

 

Ｈ
3

0
年

 

3
月

1
2

日

～
 

Ｈ
3

0
年

 

8
月

3
1

日
 

  

口
の

中
が

健

康
に

保
た

れ
、

食
事

が
楽

し

め
る

 

Ｈ
3

0
年

 

3
月

1
2

日
 

～
 

Ｈ
3

0
年

 

5
月

3
1

日
 

歯
科

医
の

助
言

を
受

け
、

個
別

に
口

腔
機

能
訓

練

を
行

う
 

歯
磨

き
の

準
備

、
口

腔
状

態
の

確
認

（
声

掛
け

）
 

○
 

  ○
 

 

訪
問

歯
科

診
療
（

居
宅

療
養

管
理

指
導

）
 

 訪
問

介
護

（
生

活
援

助
）
、

関
係

機
関

 

Ｚ
歯

科
 

  Ｆ
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
 

１
／

２

週
 

 ７
／

週
 

随
時

 

Ｈ
3

0
年

 

3
月

1
2

日

～
Ｈ

3
0

年

5
月

3
1

日
 

食
事

や
水

分

が
し

っ
か

り

と
摂

る
こ

と

が
で

き
る

 

Ｈ
3

0
年

 

3
月

1
2

日
 

～
 

Ｈ
3

0
年

 

5
月

3
1

日
 

昼
食

は
配

食
。

夕
食

は
、

月
、

水
、

土
は

配
食

を
食

べ
や

す
い

形
態

に
加

工
、

他
の

日
は

本
人

の
食

べ

た
い

も
の

を
調

理
 

○
 

訪
問

介
護

（
生

活
援

助
）

 

 配
食

サ
ー

ビ
ス

 

Ｆ
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
 

 宅
食

Ｙ
 

７
／

週
 

  ７
／

週
 

Ｈ
3

0
年

 

3
月

1
2

日

～
Ｈ

3
0

年

5
月

3
1

日
 

第
２

表
 

 
作

成
年

月
日

 
Ｈ

３
０

年
 

３
月

 
８

日
 

夕
方

の
生

活
援

助
の

訪
問

は
、

夕
食

の
支

援
に

加
え

、
口

腔
状

態
の

確
認

、
服

薬
セ

ッ
ト

や
ベ

ッ
ド

メ
イ

ク
な

ど
、

生
活

の
基

盤
と

な
る

支
援

が
導

入
さ

れ
て

い
ま

す
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動
け

な
く

な
ら

な
い

よ
う

に
運

動
を

し
た

い
 

自
宅

で
の

生
活

が
続

け
ら

れ
る

 

Ｈ
3

0
年

 

3
月

1
2

日

～
 

Ｈ
3

0
年

8

月
3

1
日

 

毎
日

の
生

活

で
自

分
で

行

っ
て

い
る

こ

と
が

維
持

で

き
る

 

Ｈ
3

0
年

 

3
月

1
2

日
 

～
 

Ｈ
3

0
年

 

5
月

3
1

日
 

病
院

の
リ

ハ
ビ

リ
サ

マ

リ
ー

を
参

考
に

、
医

師
の

助
言

を
受

け
、

計
画

の
も

と
に

個
別

機
能

訓
練

を

行
う

 

○
 

通
所

リ
ハ

ビ
リ

 
Ｒ

ケ
ア

セ

ン
タ

ー
 

３
／

週
 

  

Ｈ
3

0
年

 

3
月

1
2

日

～
 

Ｈ
3

0
年

5

月
3

1
日

 

今
は

一
人

で
は

自
信

が
無

い
が

お
風

呂
に

入
り

さ
っ

ぱ
り

し
た

い
 

入
浴

を
継

続
し

生
活

意
欲

が
維

持
で

き
る

 

Ｈ
3

0
年

 

3
月

1
2

日

～
 

Ｈ
3

0
年

8

月
3

1
日

 

介
助

に
よ

り

入
浴

が
定

期

的
に

で
き

る
 

Ｈ
3

0
年

 

3
月

1
2

日

～
 

Ｈ
3

0
年

 

5
月

3
1

日
 

通
所

リ
ハ

ビ
リ

利
用

中

に
入

浴
支

援
。

一
部

介

助
、

見
守

り
を

行
う

 

○
 

通
所

リ
ハ

ビ
リ

 
Ｒ

ケ
ア

セ

ン
タ

ー
 

３
／

週
 

Ｈ
3

0
年

3

月
1

2
日

 

～
 

Ｈ
3

0
年

 

5
月

3
1

日
 

出
来

る
よ

う
に

な
る

ま
で

掃
除

や
洗

濯
、

買
い

物

を
手

伝
っ

て
ほ

し
い

 

家
事

が
自

分
で

も
行

な
え

、
生

活
に

満
足

で
き

る
 

Ｈ
3

0
年

 

3
月

1
2

日

～
 

Ｈ
3

0
年

8

月
3

1
日

 

支
援

を
受

け

な
が

ら
も

自

分
で

で
き

る

家
事

を
継

続

で
き

る
 

Ｈ
3

0
年

 

3
月

1
2

日

～
 

Ｈ
3

0
年

 

5
月

3
1

日
 

で
き

る
家

事
は

行
う

 

居
室

掃
除

、
衣

類
洗

濯
の

支
援

、
ベ

ッ
ド

メ
イ

ク
、

次
の

衣
類

の
準

備
、

室
内

環
境

整
備

、
戸

締
り

確
認

 

 ○
 

   

本
人

 

訪
問

介
護
（

生
活

援
助

—
本

人
が

で
き

な
い

部
分

の
支

援
）

 

  

 Ｆ
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
 

 ２
／

週

（
木

、
日

） 

７
／

週
 

Ｈ
3

0
年

 

3
月

1
2

日

～
 

Ｈ
3

0
年

 

5
月

3
1

日
 

ト
イ

レ
や

玄
関

で
転

ば
な

い
よ

う
に

し
た

い
 

転
倒

を
予

防
し

不
安

な
く

生
活

が
で

き
る

 

Ｈ
3

0
年

 

3
月

1
2

日

～
 

Ｈ
3

0
年

8

月
3

1
日

 

自
宅

の
環

境

を
常

に
整

え
、

歩
行

、
移

動
が

維
持

で
き

る
 

Ｈ
3

0
年

 

3
月

1
2

日

～
 

Ｈ
3

0
年

 

5
月

3
1

日
 

住
宅

改
修

 

ト
イ

レ
、

上
り

框
に

手
す

り
の

設
置

。
ト

イ
レ

の
ド

ア
を

引
き

戸
に

変
更

 

○
 

住
宅

改
修

 
Ｄ

事
業

所
 

 
Ｈ

3
0

年
 

3
月

1
2

日

～
 

Ｈ
3

0
年

5

月
3

1
日

 

病
気

は
心

配
だ

け
ど

前
向

き
に

生
き

て
い

き
た

い
 

日
々

前
向

き
に

生
活

が
継

続
で

き
る

 

Ｈ
3

0
年

 

3
月

1
2

日

～
 

Ｈ
3

0
年

8

月
3

1
日

 

相
談

を
通

し

て
不

安
が

解

消
さ

れ
る

 

Ｈ
3

0
年

 

3
月

1
2

日
～

 

Ｈ
3

0
年

 

5
月

3
1

日
 

関
係

者
全

員
が

相
談

相

手
と

な
り

、
内

容
を

共
有

し
解

決
を

目
指

す
 

 
関

係
機

関
 

全
て

 
 

 

※
１

「
保

険
給

付
の

対
象

と
な

る
か

ど
う

か
の

区
分

」
に

つ
い

て
、

保
険

給
付

対
象

内
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
は

○
印

を
付

す
。

 

  

週
二

回
の

生
活

援
助

は
、

他
の

曜
日

の
支

援
と

相
乗

的
に

、
生

活
リ

ズ
ム

を
整

え
る

と
い

う
目

的
も

持
っ

て
い

ま
す

 

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

書
（

２
）

 

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

(ニ
ー

ズ
) 

目
標

 
援

助
内

容
 

長
期

目
標

 
(期

間
) 

短
期

目
標

 
(期

間
) 

サ
ー

ビ
ス

内
容

 
※

1
 

サ
ー

ビ
ス

種
別

 
※

２
 

頻
度

 
期

間
 

自
宅

で
過

ご
す

時
間

は
一

人
で

動
き

た
い

 

確
実

な
服

薬
に

よ
り

自
宅

で
一

人
で

生
活

で
き

る
 

Ｈ
3

0
年

 

3
月

1
2

日

～
 

Ｈ
3

0
年

 

8
月

3
1

日
 

ベ
ッ

ド
か

ら

の
起

き
上

が

り
等

一
人

で

安
全

に
行

い
、

日
中

の
活

動

が
行

え
る

 

Ｈ
3

0
年

 

3
月

1
2

日
 

～
 

Ｈ
3

0
年

 

5
月

3
1

日
 

服
薬

の
時

間
を

守
り

、
日

中
の

薬
の

効
果

を
継

続

さ
せ

る
。

身
体

の
動

き
を

確
認

し
変

化
は

医
師

へ

連
絡

。
服

薬
確

認
、

服
薬

セ
ッ

ト
を

行
う

。
 

特
殊

寝
台

・
特

殊
寝

台
付

属
品

貸
与

立
ち

上
が

り

の
た

め
に

介
助

バ
ー

 

○
 

 〇
 

○
 

  ○
 

訪
問

介
護
（

生
活

援
助

—
服

薬
準

備
）

 

訪
問

看
護

（
医

療
）

 

通
所

リ
ハ

ビ
リ

 

 訪
問

薬
剤

 

福
祉

用
具

 

Ｆ
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
 

Ｔ
訪

問
看

護
Ｓ

Ｔ
 

Ｒ
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
 

Ｄ
事

業
所

 

7
／

週
 

 ２
／

週
 

 ３
／

週
 

 

Ｈ
3

0
年

 

3
月

1
2

日

～
 

Ｈ
3

0
年

 

5
月

3
1

日
 

ま
た

、
入

院
し

な

い
よ

う
に

し
た

い
 

入
院

し
な

い
で

生
活

が
続

け
ら

れ
る

 

Ｈ
3

0
年

 

3
月

1
2

日

～
 

Ｈ
3

0
年

 

8
月

3
1

日
 

自
分

で
も

そ

の
時

々
の

病

状
が

把
握

で

き
る

 

Ｈ
3

0
年

 

3
月

1
2

日
～

 

Ｈ
3

0
年

 

5
月

3
1

日
 

訪
問

に
よ

る
診

察
で

、
通

院
の

負
担

が
無

く
な

り
、

確
実

に
診

察
が

で
き

る
。

病
状

の
説

明
を

受
け

る
。

 

○
 

 ○
 

 

訪
問

診
療
（

居
宅

療
養

管
理

指
導

）
 

訪
問

歯
科

診
療
（

居
宅

療
養

管
理

指
導

）
 

Ｈ
ク

リ
ニ

ッ
ク

 

Ｚ
歯

科
 

１
／

月
 

 １
／

２

週
 

Ｈ
3

0
年

 

3
月

1
2

日

～
Ｈ

3
0

年

5
月

3
1

日
 

飲
み

込
め

な
く

な
る

の
が

怖
い

。

予
防

し
て

食
事

を
楽

し
み

た
い

 

毎
日

の
食

事
を

楽
し

め
る

 

Ｈ
3

0
年

 

3
月

1
2

日

～
 

Ｈ
3

0
年

 

8
月

3
1

日
 

  

口
の

中
が

健

康
に

保
た

れ
、

食
事

が
楽

し

め
る

 

Ｈ
3

0
年

 

3
月

1
2

日
 

～
 

Ｈ
3

0
年

 

5
月

3
1

日
 

歯
科

医
の

助
言

を
受

け
、

個
別

に
口

腔
機

能
訓

練

を
行

う
 

歯
磨

き
の

準
備

、
口

腔
状

態
の

確
認

（
声

掛
け

）
 

○
 

  ○
 

 

訪
問

歯
科

診
療
（

居
宅

療
養

管
理

指
導

）
 

 訪
問

介
護

（
生

活
援

助
）
、

関
係

機
関

 

Ｚ
歯

科
 

  Ｆ
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
 

１
／

２

週
 

 ７
／

週
 

随
時

 

Ｈ
3

0
年

 

3
月

1
2

日

～
Ｈ

3
0

年

5
月

3
1

日
 

食
事

や
水

分

が
し

っ
か

り

と
摂

る
こ

と

が
で

き
る

 

Ｈ
3

0
年

 

3
月

1
2

日
 

～
 

Ｈ
3

0
年

 

5
月

3
1

日
 

昼
食

は
配

食
。

夕
食

は
、

月
、

水
、

土
は

配
食

を
食

べ
や

す
い

形
態

に
加

工
、

他
の

日
は

本
人

の
食

べ

た
い

も
の

を
調

理
 

○
 

訪
問

介
護

（
生

活
援

助
）

 

 配
食

サ
ー

ビ
ス

 

Ｆ
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
 

 宅
食

Ｙ
 

７
／

週
 

  ７
／

週
 

Ｈ
3

0
年

 

3
月

1
2

日

～
Ｈ

3
0

年

5
月

3
1

日
 

第
２

表
 

 
作

成
年

月
日

 
Ｈ

３
０

年
 

３
月

 
８

日
 

夕
方

の
生

活
援

助
の

訪
問

は
、

夕
食

の
支

援
に

加
え

、
口

腔
状

態
の

確
認

、
服

薬
セ

ッ
ト

や
ベ

ッ
ド

メ
イ

ク
な

ど
、

生
活

の
基

盤
と

な
る

支
援

が
導

入
さ

れ
て

い
ま

す
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週
間

サ
ー

ビ
ス

計
画

表
 

 
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

日
 

主
な

日
常

生
活

上
の

活
動

 

深 夜
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
早

 
朝

 
 

 
 

 
 

 
 

 
起

床
・

・
・

７
時

頃
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ご
み

捨
て

・
・

・
大

家
さ

ん
 

午
 

 前
 

 
 

 
 

 
 

 
 

洗
濯

週
２

回
（

訪
介

）
 

 
 

訪
問

看
護

 
 

訪
問

介
護

 
訪

問
看

護
 

 
訪

問
介

護
 

買
い

物
週

２
回

（
訪

介
）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
家

さ
ん

が
行

く
こ

と
も

 

 
通

所
リ

ハ
ビ

リ
 

 
通

所
リ

ハ
ビ

リ
 

 
 

通
所

リ
ハ

ビ
リ

 
 

訪
問

看
護

・
・

・
緊

急
対

応
 

午
 

  後
 

 
（

入
浴

あ
り

）
 

 
（

入
浴

あ
り

）
 

 
 

（
入

浴
あ

り
）

 
 

 

 
 

訪
問

診
療

 
 

訪
問

診
療

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
訪

問
薬

局
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
訪

問
介

護
 

訪
問

介
護

 
訪

問
介

護
 

訪
問

介
護

 
訪

問
介

護
 

訪
問

介
護

 
訪

問
介

護
 

１
７

:０
０

～
就

寝
の

た
め

の

 
夜

 

 間
 

 
 

 
 

 
 

 
 

支
援

、
翌

朝
の

薬
セ

ッ
ト

 

 
 

 
 

 
 

 
 

以
降

、
ベ

ッ
ド

内
で

過
ご

す
 

 
 

 
 

 
 

 
 

就
寝

・
・

・
２

２
時

頃
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

深
 

  夜
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 週
単

位
以

外
 

の
サ

ー
ビ

ス
 

特
殊

寝
台

、
特

殊
寝

台
付

属
、

介
助

バ
ー

貸
与

。
 

住
宅

改
修

（
玄

関
 

上
が

り
か

ま
ち

 
ト

イ
レ

 
手

す
り

設
置

、
ト

イ
レ

ド
ア

取
替

え
）

 

合
鍵

・
・

・
キ

ー
ボ

ッ
ク

ス
管

理
 

、
配

食
サ

ー
ビ

ス
（

昼
食

は
デ

イ
ケ

ア
以

外
の

日
、

夕
方

は
月

、
水

，
土

）
 

 

作
成

年
月

日
 

Ｈ
３

０
年

３
月

８
日
 
 

 

4:
00

 

第
３

表
 

 

8:
00

 

24
:0

0 

2:
00

 
4:

00
 

20
:0

0 

22
:0

0 

14
:0

0 

16
:0

0 

18
:0

0 

12
:0

0 

朝
、

夕
の

生
活

援
助

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
目

的
が

異
な

り
、

共
に

生
活

を
継

続
さ

せ
る

た
め

の
重

要
な

位
置

づ
け

で
あ

り
、

他
の

サ
ー

ビ
ス

と
の

役
割

分
担

が
明

確
に

示
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
ま

す
 

6:
00

 

10
:0

0 
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サ
ー

ビ
ス

担
当

者
会

議
の

要
点

 

利
用

者
氏

名
 

 
 

 
  

 
 
  

 
D

 
 
 
 
  

殿
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
居

宅
サ

ー
ビ

ス
計

画
作

成
者

（
担

当
者

）
氏

名
 

 
  

○
○

 
○

子
 

 
 

 
 

 

開
催

日
 

 
 
Ｈ

３
０

年
 

 ３
月

 
 
８

日
 

 
 

  
 
 
 開

催
場

所
 

 
入

院
先

会
議

室
 

 
 

 
 

 
 

 
 開

催
時

間
 

 
 

１
４

：
０

０
 

 
 

 
開

催
回

数
 

 
１

 
 

 

会
議

出
席

者
 

所
属

（
職

種
）

 
氏

名
 

所
属

（
職

種
）

 
氏

名
 

所
属

（
職

種
）

 
氏

名
 

 
本

人
 

D
氏

 
Ｍ

地
域

包
括

支
援

 
主

任
ケ

ア
マ

ネ
 

Ｗ
訪

問
薬

局
 

薬
剤

師
 

 
訪

問
診

療
 

Ｈ
ク

リ
ニ

ッ
ク

医
師

 
訪

問
介

護
 

Ｆ
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
 

近
隣

 
大

家
さ

ん
 

 
訪

問
歯

科
 

Ｒ
歯

科
医

師
 

通
所

リ
ハ

ビ
リ

 
Ｒ

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

 
入

院
医

療
機

関
 

担
当

医
、

担
当

看
護

師
 

 
訪

問
看

護
（

医
療

）
 

Ｔ
訪

問
看

護
Ｓ

Ｔ
 

福
祉

用
具

 
B

事
業

所
 

Ｃ
居

宅
介

護
支

援
 

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
 

検
討

し
た

項
目

 
①

 
本

人
の

意
向

の
確

認
 

 
②

ご
本

人
の

望
む

自
宅

生
活

の
た

め
の

今
後

の
方

針
と

各
サ

ー
ビ

ス
機

関
の

役
割

の
確

認
 

②
 
ケ

ア
プ

ラ
ン

の
内

容
と

目
標

の
達

成
、

次
の

ス
テ

ッ
プ

の
確

認
 

検
討

内
容

 
①

 
本

人
・

・
来

週
退

院
が

決
ま

り
ま

し
た

。
体

調
が

落
ち

着
い

た
ら

、
以

前
の

よ
う

に
大

家
さ

ん
と

お
茶

飲
み

な
が

ら
お

し
ゃ

べ
り

や
、

地
域

の
イ

ベ
ン

ト
に

参
加

を
し

た
い

。
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
に

は
で

き
な

い
と

こ
ろ

を
助

け
て

も
ら

っ
て

、
自

分
で

で
き

る
こ

と
は

自
分

で
行

い
た

い
。

 

②
 
訪

問
診

療
・

・
服

薬
が

で
き

て
い

る
か

は
毎

日
の

ケ
ア

で
確

認
し

て
ほ

し
い

。
薬

が
効

い
て

い
る

と
き

は
本

人
が

動
け

る
。

朝
は

枕
元

に
薬

を
用

意
し

て
お

け
ば

自
分

で
飲

め
る

の
で

セ
ッ

ト
を

支
援

し
て

ほ
し

い
。

訪
問

看
護

・
・

病
院

か
ら

の
サ

マ
リ

ー
を

皆
さ

ん
で

共
有

し
、

病
状

を
把

握

し
た

い
。

訪
問

歯
科

・
・

こ
の

病
気

は
嚥

下
障

害
が

起
き

や
す

く
、

誤
嚥

性
肺

炎
予

防
の

観
点

か
ら

も
口

腔
ケ

ア
は

必
須

。
今

後
は

口
腔

内
運

動

訓
練

も
行

う
必

要
が

あ
る

。
口

腔
内

が
非

常
に

乾
燥

す
る

こ
と

が
あ

る
の

で
、

訪
問

介
護

や
通

所
リ

ハ
ビ

リ
で

も
観

察
が

必
要

。
訪

問
薬

局
・

・

お
薬

ポ
ケ

ッ
ト

の
管

理
は

行
う

。
薬

の
飲

み
込

み
を

見
て

ほ
し

い
。

通
所

リ
ハ

ビ
リ

・
・

入
浴

可
。

個
別

機
能

訓
練

や
Ｓ

Ｔ
の

リ
ハ

ビ
リ

を
医

師

に
確

認
し

な
が

ら
行

う
。

夜
の

う
ち

に
セ

ッ
ト

す
れ

ば
朝

は
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
が

居
な

く
て

も
大

丈
夫

だ
と

思
う

。
訪

問
介

護
・

・
家

事
全

体
を

支

援
し

よ
う

と
考

え
て

い
る

が
、

食
事

を
毎

回
作

る
の

で
は

な
く

、
食

事
の

変
化

を
楽

し
め

る
よ

う
配

食
サ

ー
ビ

ス
が

利
用

で
き

な
い

か
。

も
し

も

本
人

が
動

け
な

く
て

も
入

れ
る

よ
う

に
キ

ー
ボ

ッ
ク

ス
を

利
用

で
き

な
い

か
。

大
家

さ
ん

・
・

時
々

様
子

を
見

に
家

に
行

く
。

自
分

が
で

き
る

事

は
な

い
か

と
考

え
、

ゴ
ミ

出
し

ぐ
ら

い
な

ら
で

き
る

と
思

う
。

 

結
論

 
１

．
 本

人
が

出
来

る
こ

と
が

増
え

る
よ

う
に

、
機

能
訓

練
の

内
容

を
確

認
し

、
通

所
リ

ハ
ビ

リ
を

中
心

に
行

い
ま

す
。

２
．

嚥
下

機
能

を
維

持
し

 

配
食

サ
ー

ビ
ス

で
食

事
の

形
態

や
内

容
に

も
注

意
し

ま
す

。
３

．
服

薬
状

況
は

、
関

係
者

全
員

で
確

認
し

ま
す

。
朝

の
服

薬
は

夜
に

ヘ
ル

パ
ー

が
セ

ッ

ト
し

ま
す

。
４

．
住

宅
改

修
（

ト
イ

レ
・

玄
関

手
す

り
設

置
、

ト
イ

レ
扉

変
更

）、
５

．
病

状
や

支
援

内
容

を
共

有
し

、
そ

れ
ぞ

れ
が

専
門

性
を

活
か

し
た

支
援

を
行

い
ま

す
。

 

残
さ

れ
た

課
題

 

（
次

回
開

催
時

期
）

 

１
．

住
宅

改
修

後
に

生
活

動
作

の
確

認
 

２
．

３
ヵ

月
後

に
サ

ー
ビ

ス
の

状
況

確
認

の
為

サ
ー

ビ
ス

担
当

者
会

議
を

行
う

。
 

第
４

表
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

週
間

サ
ー

ビ
ス

計
画

表
 

 
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

日
 

主
な

日
常

生
活

上
の

活
動

 

深 夜
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
早

 
朝

 
 

 
 

 
 

 
 

 
起

床
・

・
・

７
時

頃
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ご
み

捨
て

・
・

・
大

家
さ

ん
 

午
 

 前
 

 
 

 
 

 
 

 
 

洗
濯

週
２

回
（

訪
介

）
 

 
 

訪
問

看
護

 
 

訪
問

介
護

 
訪

問
看

護
 

 
訪

問
介

護
 

買
い

物
週

２
回

（
訪

介
）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
家

さ
ん

が
行

く
こ

と
も

 

 
通

所
リ

ハ
ビ

リ
 

 
通

所
リ

ハ
ビ

リ
 

 
 

通
所

リ
ハ

ビ
リ

 
 

訪
問

看
護

・
・

・
緊

急
対

応
 

午
 

  後
 

 
（

入
浴

あ
り

）
 

 
（

入
浴

あ
り

）
 

 
 

（
入

浴
あ

り
）

 
 

 

 
 

訪
問

診
療

 
 

訪
問

診
療

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
訪

問
薬

局
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
訪

問
介

護
 

訪
問

介
護

 
訪

問
介

護
 

訪
問

介
護
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Ⅴ．訪問回数が多い生活援助（2） 

 

 
事例概要 

 

E さん ９０歳 男性 要介護３、独居（２０年以上前に妻は他界） 

４ヶ月前に脳梗塞（小脳梗塞）を再発し、入院による治療、リハビリテーショ

ンを受けていた。１ヶ月前に退院してからは、医療介護サービス等の支援を活

用しながら自宅生活を再開している。退院時に区分変更申請を行った。 

近隣に住む弟のサポート（通院時の付き添いなど）も受けているが、弟自体が

すでに高齢（８４歳）であり、自身の健康維持や今後の介護に不安を抱えてい

る。 

 

 

アセスメントの概要 

 

脳梗塞の後遺症や腰部脊柱菅狭窄症により、自宅での ADL・IADL 低下、ふ

らつきや歩行に支障があり、活動制限が確認されている。また、退院から１ヶ

月が経過した時点で、易疲労や食欲の低下、心身機能低下といった廃用症候群、

活動量の低下も著明となっている。本人は、現在の生活の継続を強く望んでい

るが、同居介護者が不在であることも阻害要因のひとつとなり、生活全般の支

援を課題としている。再発まで配食サービスですべての食事を補っていたが、

食欲がわかず残すことが多くなっていた。また、好みの漬物や醤油をつけての

食事が多くなっていた様子。食事の改善も課題となっている。 

一方で、入院中の治療・リハビリテーションの効果により、発症後の座位姿

勢改善、コミュニケーション能力の回復、自力での食事摂取などの遂行機能や

活動は改善または維持されている状況にある。生活環境の改善、心身機能の改

善、生活上のリスク管理と共に身体機能向上、活動や参加の促進のための支援

が進めば、現在の生活を継続できる可能性は高い。 

介護力不足の課題がある一方で、住み慣れた自宅における環境は本人にとっ

てストレスが少ない環境であり、能力を発揮しやすい環境ともいえる。このた

め、生活支援が効果的に機能すれば、日常の活動や参加、地域交流などが本人

の意欲を支え、家族や親族の不安軽減にも結びつき、主体的な生活を継続する

ための原動力となることが考えられる。 
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事例フェイスシート(利用者本人・家族の状況) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例タイトル：活動制限のある独居高齢者（男性）の生活を支援する。 

障害高齢者 

日常生活自立

度（ B１） 

ＡＤＬの概要：脳梗塞後遺症および腰痛を

伴ない、寝たり起きたりの生活だが、独居

生活維持を目指している。 

 
本人基本情報 

９０歳 男性  要介護３ 身長160cm 体重41kg 

家族構成 独居（20 年前に妻が他界） 

住環境・福祉機

器等 

戸建て（2 階建て）・手すり設置（ト

イレ、廊下）P トイレを寝室で使用。 

経済状況 国民年金受給、若干の貯蓄あり。

性格 几帳面、職人肌。

生活暦・職業暦 時計店（自営）を 20 年前まで経営。 

趣味・嗜好 

庭木や花壇の管理や草取りが好きだ

ったが、現在は難しい。

室内犬（子犬）をかわいがっている。 

 

認知症高齢者日

常 生 活 自 立 度

（自立） 

認知症の状況 

生活上の判断については、概ね自

立している。 

 

家族情報 

基本情報 
長女は遠方にて義母を介護。近隣

に弟（84 歳）が在住。 

健康状態 弟は高齢で、介護困難。 

キ ー パ ー ソ

ン 

長女の他、弟の来訪あり、朝は雨

戸の開放、見守りがある。 

地域との 

関係 

50 年以上、長年住み慣れた自宅

に住み、近隣の方も気にかけてく

れている。 

 

本人生活の生活像（ICF） 

 

健康状態 

 

右脳梗塞に加え、小脳梗塞、

腰部脊柱菅狭窄症 

便秘症あり 

健康に対する 

本人の意識 

脳梗塞後遺症、腰痛による活

動制限あり、現在の生活を続

ければ体調を維持できると考

えている。 

 

受診/服薬/処置  

弟の付き添いによる通院、内

服は自己管理を基本に。 

 

心身機能・身体

構造 

  

座位保持は可、歩行困難あり。

疼痛については、投薬および

装具作成し、日中は着用して

いる。 

 

活動状況 

 

１～２時間程度であれば座位

保持可能。易疲労あり、ADL

一部介助、食事摂取は可。 

 

参加・役割・ 

交流 

近隣とは長い付き合いである

が、もともと外出は好まない。 

本人の希望・望

む暮らし 

自分で判断し自分で行えるよ

うに体調を維持したい。 

生活に生じてい

る課題 

不全麻痺および腰痛に伴なう

活動制限、１階寝室での生活

となっている。 

 

 

 

    
 
 
 

特記：定期受診（医療・通院）、訪問看護（週１回）、訪問介護（生活援助・身体介護）、福祉用具貸与（手す

り貸与、歩行器貸与）、住宅改修、宅配・配食サービス（現在休止中）、安否確認（民間サービス） 

Ⅴ．訪問回数が多い生活援助（2） 

 

 
事例概要 

 

E さん ９０歳 男性 要介護３、独居（２０年以上前に妻は他界） 

４ヶ月前に脳梗塞（小脳梗塞）を再発し、入院による治療、リハビリテーショ

ンを受けていた。１ヶ月前に退院してからは、医療介護サービス等の支援を活

用しながら自宅生活を再開している。退院時に区分変更申請を行った。 

近隣に住む弟のサポート（通院時の付き添いなど）も受けているが、弟自体が

すでに高齢（８４歳）であり、自身の健康維持や今後の介護に不安を抱えてい

る。 

 

 

アセスメントの概要 

 

脳梗塞の後遺症や腰部脊柱菅狭窄症により、自宅での ADL・IADL 低下、ふ

らつきや歩行に支障があり、活動制限が確認されている。また、退院から１ヶ

月が経過した時点で、易疲労や食欲の低下、心身機能低下といった廃用症候群、

活動量の低下も著明となっている。本人は、現在の生活の継続を強く望んでい

るが、同居介護者が不在であることも阻害要因のひとつとなり、生活全般の支

援を課題としている。再発まで配食サービスですべての食事を補っていたが、

食欲がわかず残すことが多くなっていた。また、好みの漬物や醤油をつけての

食事が多くなっていた様子。食事の改善も課題となっている。 

一方で、入院中の治療・リハビリテーションの効果により、発症後の座位姿

勢改善、コミュニケーション能力の回復、自力での食事摂取などの遂行機能や

活動は改善または維持されている状況にある。生活環境の改善、心身機能の改

善、生活上のリスク管理と共に身体機能向上、活動や参加の促進のための支援

が進めば、現在の生活を継続できる可能性は高い。 

介護力不足の課題がある一方で、住み慣れた自宅における環境は本人にとっ

てストレスが少ない環境であり、能力を発揮しやすい環境ともいえる。このた

め、生活支援が効果的に機能すれば、日常の活動や参加、地域交流などが本人

の意欲を支え、家族や親族の不安軽減にも結びつき、主体的な生活を継続する

ための原動力となることが考えられる。 
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本事例のケアプラン解説 

 

 

「生活援助」は単なる家事代行ではないことの確認 

・ 疾病（再脳梗塞、及び腰部脊柱菅狭窄症による ADL・IADL の低下、活動

制限があり、生活が不活発なことで更なる体力、生活意欲低下が危惧され

る独居高齢者について、食事改善の支援を中心とした「生活援助」の活用

を確認する。 

 

援助の方針や目標の共有について 

・ 生活全体のリズムを調整する援助の軸として、本事例では「生活援助」を

過不足のないように、かつ集中的に活用するが、自立支援（主体的な生活

や意欲の向上）の効果を高めるために、援助期間や目指す目標を明確に共

有した上で実施する。 

・ そして、モニタリングにおいては支援が生活機能の改善、維持、悪化防止

や予防につながっているか、本人の満足度は高いか、主体的な活動は増え

ているか等を客観的に点検し、支援の効果を見極める。 

 

医療介護連携、リハビリテーションの視点について 

・ 本事例は退院後１ヶ月が経過しており、あらためて入退院前後の生活の連

続性や再開後の自宅生活について検討、計画している。その中では、入院

中に行われた医学的支援やリハビリテーションが退院後にどのように活

かされるのか、退院後の医療や介護、生活支援とどのように結びつき、連

動し、連携を図るかにも留意している。 

・ 本事例においては、通所リハビリテーションや訪問看護との連携（生活機

能向上連携）を強化し、その目的を共有している。具体的にはフレイル、

サルコペニアの予防に関連して、運動の質や活動量の維持改善のための支

援が、食事支援（栄養改善）と連動して行われること、そこではじめて効

果が期待できることに留意している。 

 

その他、生活援助が期待できる効果について 

・ 「生活援助」が、本人の生活に寄り添い、情緒的支援や家族支援を実行し

ている側面があることや、セルフケアの側面（インフォーマルサポートと

の関係や配慮などを含む）にも留意し、その人らしい生活の継続を支援し

ている。やがては本人が主体的に行う家事を目標に、まずは生活基盤を整

える目的で生活援助を位置づけている。 

 

64 



  
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

書
（

１
）

 
 

 
 

 
 

作
成

年
月

日
 

H
3

0
年

 
3

月
2

5
日

 

初
回

 
・

 紹
介

 
・

 
継

続
 

 
認

定
済

 
・

 
申

請
中

 

利
用

者
名

 
E

 
 

 
殿

 
 

 
生

年
月

日
 

S
２

年
 

9
月

 
2

0
日

（
９

０
歳

）
 

 
住

所
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

作
成

者
氏

名
 

 
 

 
S

 
 

 
 

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
・

事
業

所
名

及
び

所
在

地
 

 
 

 
 

Ｓ
ケ

ア
プ

ラ
ン

セ
ン

タ
ー

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

作
成

（
変

更
）

日
 

 
H
３

０
年

 
3

月
 

2
5

日
 

 
 

 
 

初
回

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

作
成

日
 

 
 

H
２

９
年

 
6

月
 

8
日

 

認
定

日
 

 
 

H
3

0
年

 
3

月
 

2
0

日
 

 
 

認
定

の
有

効
期

間
 

H
３

０
年

 
2

月
 

１
8

日
 

～
 

H
3

0
年

 
9

月
 

３
0

日
 

 要
介

護
状

態
区

分
 

要
介

護
１

 
・

 
要

介
護

２
 

・
 

要
介

護
３

 
・

 
要

介
護

４
 

・
 

要
介

護
５

 
 利

用
者

及
び

家
族

 

の
生

活
に

対
す

る
 

意
向

 

（
ご

本
人

）
２

月
の

退
院

後
、

自
宅

で
の

生
活

が
再

開
で

き
た

こ
と

は
嬉

し
い

が
、

ま
だ

自
分

の
思

う
よ

う
な

生
活

が
で

き
な

い
。

 

 
 

 
 

 
体

力
、

気
力

を
つ

け
自

宅
で

の
生

活
を

楽
し

み
た

い
。

 

（
ご

家
族

）
ひ

と
り

暮
ら

し
を

こ
れ

ま
で

通
り

支
え

て
い

け
る

か
が

心
配

で
す

。
 

 
 

 
 

 
心

身
と

も
に

回
復

し
、

本
人

も
自

信
が

も
て

る
よ

う
な

生
活

支
援

を
期

待
し

、
こ

れ
を

見
守

り
た

い
と

思
い

ま
す

。
 

 介
護

認
定

審
査

会
の

 

意
見

及
び

サ
ー

ビ
ス

 

の
種

類
の

指
定

 

特
記

な
し

。
 

  
 総

合
的

な
援

助
の

 

方
針

 

立
ち

上
が

り
や

歩
行

状
態

が
不

安
定

な
様

子
が

あ
り

、
屋

内
活

動
も

十
分

で
は

な
い

様
子

で
す

。
 

医
療

支
援

の
継

続
や

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
る

効
果

を
活

か
し

ま
し

ょ
う

。
ま

た
転

倒
予

防
な

ど
や

食
生

活
の

改
善

な
ど

、
当

面
の

目
標

を
共

有
 

し
な

が
ら

、
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
生

活
を

目
指

し
た

い
と

思
い

ま
す

。
 

 

生
活

援
助

中
心

型
 

の
算

定
理

由
 

１
.一

人
暮

ら
し

 
 

２
.家

族
等

が
障

害
、

疾
病

等
 

 
３

.そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

第
１

表
 

 

本事例のケアプラン解説 

 

 

「生活援助」は単なる家事代行ではないことの確認 

・ 疾病（再脳梗塞、及び腰部脊柱菅狭窄症による ADL・IADL の低下、活動

制限があり、生活が不活発なことで更なる体力、生活意欲低下が危惧され

る独居高齢者について、食事改善の支援を中心とした「生活援助」の活用

を確認する。 

 

援助の方針や目標の共有について 

・ 生活全体のリズムを調整する援助の軸として、本事例では「生活援助」を

過不足のないように、かつ集中的に活用するが、自立支援（主体的な生活

や意欲の向上）の効果を高めるために、援助期間や目指す目標を明確に共

有した上で実施する。 

・ そして、モニタリングにおいては支援が生活機能の改善、維持、悪化防止

や予防につながっているか、本人の満足度は高いか、主体的な活動は増え

ているか等を客観的に点検し、支援の効果を見極める。 

 

医療介護連携、リハビリテーションの視点について 

・ 本事例は退院後１ヶ月が経過しており、あらためて入退院前後の生活の連

続性や再開後の自宅生活について検討、計画している。その中では、入院

中に行われた医学的支援やリハビリテーションが退院後にどのように活

かされるのか、退院後の医療や介護、生活支援とどのように結びつき、連

動し、連携を図るかにも留意している。 

・ 本事例においては、通所リハビリテーションや訪問看護との連携（生活機

能向上連携）を強化し、その目的を共有している。具体的にはフレイル、

サルコペニアの予防に関連して、運動の質や活動量の維持改善のための支

援が、食事支援（栄養改善）と連動して行われること、そこではじめて効

果が期待できることに留意している。 

 

その他、生活援助が期待できる効果について 

・ 「生活援助」が、本人の生活に寄り添い、情緒的支援や家族支援を実行し

ている側面があることや、セルフケアの側面（インフォーマルサポートと

の関係や配慮などを含む）にも留意し、その人らしい生活の継続を支援し

ている。やがては本人が主体的に行う家事を目標に、まずは生活基盤を整

える目的で生活援助を位置づけている。 
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③
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①
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り
の
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。
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。
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。
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②
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・
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、

ベ
ッ

ド
か

ら
起

き
上

が
り

少
し

ず
つ

活
動

で
き

る
能

力
、

回
復

は
期

待
で

き
ま

す
。

そ
の

た
め

に
は

、
毎

日
の

生
活

リ
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第４章 おわりに 

                                 

Ⅰ．本書を活用するにあたって 

 

 本事業による調査（別冊、報告書参照）によって見えてきたこととして、アセ

スメントについては、利用者の健康状態、心身機能、活動などの項目は概ね捉

えられているものの、利用者の内面（個人因子）や家族の生活（環境因子）な

どに関する課題の捉え方に幾らかの差異がありました。さらに、ケアプランに

生活援助を位置づけるためのニーズ及びサービス内容を記載する際に、生活の

維持という視点はおおむね共通に設定できていますが、さらに活動や参加の促

進などの目標に向けた設定があると、より自立に資する支援につながるのでは

ないかという点です。 

つまり、生活援助を位置づけるためには、単なる家事代行ではなく、専門性

をもって支援しなければならないという視点は理解できており、そのためのア

セスメントはしているが、さらなる自立に向かうための生活援助の活用につい

て意識することも有効ではないかということです。 

 今回、ケアプランへ訪問介護の生活援助を位置付けるための記載例を作成し

たのも、そのような背景が確認されたためです。そして、平成３０年１０月か

らは、頻回訪問の生活援助を位置づけた場合、保険者へケアプランを提出する

ことになりました。おそらくケアマネジャーの中には「保険者の判断で給付が

認められなくなるのではないか」と不安に思っている方もいるかもしれません。 

しかし、ここで重要なことは、保険者に提出することになったケアプランに、

しっかりと生活援助が必要な根拠が示されていることです。 

 本書は、その際にも参考として活用されることでしょう。もちろん、すべて

の生活援助のケースに対応する参考例が示されているわけではありません。し

かし、どのような背景があるにせよ、求められる視点は「利用者主体の自立し

た生活への支援」です。「以前のような自分らしい生活を取り戻したい」「新た

な役割を持ちたい」などの意向に対して、まずは日常生活を継続するために、

専門性を持った生活援助の支援が必要か、という視点からケアプランを作成し

ていれば、自信をもって提出をすればよいのだと思います。そして、このこと

は決して生活援助を位置づけるためだけではなく、すべてのサービスに共通し

ていえることでもあります。 

私たちケアマネジャーの業務は、ケアプラン作成がすべてではありません。

しかし、ケアプランがケアチームに示される代表的な帳票であることは事実で

す。したがって、個々の根拠が明確かつ正確に示されなければなりません。経

験年数に関わらず、この機会にもう一度自らのケアプランを見直して、アセス

メントで導き出されたニーズと必要な支援が、根拠をもって適切に示されてい

るか、そのことがケアチームで検証されているか、などを確認するための一助

として、本書をご活用していただければ幸いです。 
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今までに発出された訪問介護に関する通知一覧 

 

○ 訪問介護におけるサービス行為ごとの区分等について（H12.3.17 老計発第 10 号通知） 

※ 本通知のみ最新版を最終頁に掲載します。 

○ 指定訪問介護事業所の事業運営の取扱等について (H12.11.16 老振発第 76 号通知） 

○ 指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準及び指定居宅介護支援に要する費用

の額の算定に関する基準の制定に伴う実施上の留意事項について(H12.3.1 老企第 36 号通知 

H27.3.27 一部改正)  

○「通院等のための乗車又は降車の介助が中心である場合」及び「身体介護が中心である場合」

の適用関係等について（H15.5.8 老振発第 0508001 号・老老発第 0508001 号） 

○「通院等のための乗車又は降車の介助」の適正な実施について（H15.3.19 老振発第

0319002 号） 

○ 訪問介護における院内介助の取り扱いについて（H22．4.28 事務連絡） 

○ 医師法第 17 条、歯科医師法第 17 条及び保健師助産師看護師法第 31 条の解釈について

（H17.7.26 医政発第 0726005 号）  

〇 介護職員等の実施する喀痰吸引等の取扱いについて（通知）（Ｈ24.3.29 医政発 0329 第

14 号・老発 0329 第 7 号・社援発 0329 第 19 号） 

○ 適切な訪問介護サービス等の提供について（H21.7.24 事務通知）   

○ 同居家族等がいる場合における訪問介護サービスおよび介護予防訪問介護サービスの生活

援助等の取扱いについて（H19.12.20 老振 事務通知） 

○ 同居家族等がいる場合における訪問介護サービスおよび介護予防訪問介護サービスの生活

援助等の取扱いについて（H20.8.25 老振 事務通知） 

○ 同居家族等がいる場合における訪問介護サービス等の生活援助の取扱いについて 

（H21.12.25 老振発 1224 第 1 号）  

 

 

ケアプランの記載方法についての通知 

 

〇 介護サービス計画書の様式及び課題分析標準項目の提示について  

（平成 11 年 11 月 12 日 老企第 29 号 厚 生省老人保健福祉局企画課長通知） 

 

 

第４章 おわりに 

                                 

Ⅰ．本書を活用するにあたって 

 

 本事業による調査（別冊、報告書参照）によって見えてきたこととして、アセ

スメントについては、利用者の健康状態、心身機能、活動などの項目は概ね捉

えられているものの、利用者の内面（個人因子）や家族の生活（環境因子）な

どに関する課題の捉え方に幾らかの差異がありました。さらに、ケアプランに

生活援助を位置づけるためのニーズ及びサービス内容を記載する際に、生活の

維持という視点はおおむね共通に設定できていますが、さらに活動や参加の促

進などの目標に向けた設定があると、より自立に資する支援につながるのでは

ないかという点です。 

つまり、生活援助を位置づけるためには、単なる家事代行ではなく、専門性

をもって支援しなければならないという視点は理解できており、そのためのア

セスメントはしているが、さらなる自立に向かうための生活援助の活用につい

て意識することも有効ではないかということです。 

 今回、ケアプランへ訪問介護の生活援助を位置付けるための記載例を作成し

たのも、そのような背景が確認されたためです。そして、平成３０年１０月か

らは、頻回訪問の生活援助を位置づけた場合、保険者へケアプランを提出する

ことになりました。おそらくケアマネジャーの中には「保険者の判断で給付が

認められなくなるのではないか」と不安に思っている方もいるかもしれません。 

しかし、ここで重要なことは、保険者に提出することになったケアプランに、

しっかりと生活援助が必要な根拠が示されていることです。 

 本書は、その際にも参考として活用されることでしょう。もちろん、すべて

の生活援助のケースに対応する参考例が示されているわけではありません。し

かし、どのような背景があるにせよ、求められる視点は「利用者主体の自立し

た生活への支援」です。「以前のような自分らしい生活を取り戻したい」「新た

な役割を持ちたい」などの意向に対して、まずは日常生活を継続するために、

専門性を持った生活援助の支援が必要か、という視点からケアプランを作成し

ていれば、自信をもって提出をすればよいのだと思います。そして、このこと

は決して生活援助を位置づけるためだけではなく、すべてのサービスに共通し

ていえることでもあります。 

私たちケアマネジャーの業務は、ケアプラン作成がすべてではありません。

しかし、ケアプランがケアチームに示される代表的な帳票であることは事実で

す。したがって、個々の根拠が明確かつ正確に示されなければなりません。経

験年数に関わらず、この機会にもう一度自らのケアプランを見直して、アセス

メントで導き出されたニーズと必要な支援が、根拠をもって適切に示されてい

るか、そのことがケアチームで検証されているか、などを確認するための一助

として、本書をご活用していただければ幸いです。 
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